
4◉暮らしに役立つ情報ワイド
　若者定住促進奨励金／財務諸表から見る市のすがた
　脳ドックの検診補助／高齢者のための福祉サービス
　軽自動車税の減免／薬物は人生を狂わせます

　表紙の写真
　紀の川流し雛    29ページに関連記事

紀 の 川 広報 

ひととまちをつなぐ 

2011

特集◉

新年度の予算
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※公営企業会計の金額は、万円未満を四捨五入しています。

会　　計　　名 平成 �� 年度 平成 �� 年度 増減率％
住宅新築資金等貸付事業特別会計 4,390 万円 4,130 万円 6.3
土地取得事業特別会計 90 万円 230 万円 △ 60.9
国民健康保険事業勘定特別会計 81 億 4,800 万円 77 億 1,800 万円 5.6
国民健康保険直営診療施設勘定特別会計 7,890 万円 7,850 万円 0.5
老人保健特別会計 － 100 万円 皆減
後期高齢者医療特別会計 13 億 400 万円 13 億 6,700 万円 △ 4.6
介護保険事業勘定特別会計 54 億 5,100 万円 52 億 4,000 万円 4.0
公共下水道事業特別会計 18 億 2,200 万円 20 億 4,000 万円 △ 10.7
特定環境保全公共下水道事業特別会計 4,850 万円 4,830 万円 0.4
農業集落排水事業特別会計 3,780 万円 2,380 万円 58.8
善田農業集落排水事業特別会計 － 1 億 1,290 万円 皆減
簡易水道事業特別会計 3 億 3,390 万円 1 億 3,400 万円 149.2
池田財産区特別会計 580 万円 520 万円 11.5
田中財産区特別会計 670 万円 570 万円 17.5
長田竜門財産区特別会計 100 万円 100 万円 0
竜門財産区特別会計 8 万円 7 万円 14.3
南北志野財産区特別会計 30 万円 30 万円 0
飯盛財産区特別会計 60 万円 60 万円 0
静川財産区特別会計 70 万円 30 万円 133.3
最上、神田、市場、元財産区特別会計 50 万円 50 万円 0
調月財産区特別会計 50 万円 60 万円 △ 16.7
丸栖財産区特別会計 210 万円 210 万円 0
平池財産区特別会計 130 万円 130 万円 0
特別会計合計 172 億 8,848 万円 168 億 2,477 万円 2.8

公
営
企
業
会
計

水道事業会計

収益的収入 13 億 8,372 万円 14 億 5,022 万円 △ 4.6
収益的支出 13 億 6,244 万円 13 億 7,581 万円 △ 1.0
資本的収入 1 億 608 万円 3 億 3 万円 △ 64.6
資本的支出 6 億 9,358 万円 8 億 545 万円 △ 13.9

工業用水道事業会計

収益的収入 3,480 万円 4,922 万円 △ 29.3
収益的支出 3,092 万円 2,349 万円 31.6
資本的収入 1 万円 2 億 2,951 万円 △ 100.0
資本的支出 1,152 万円 2 億 4,065 万円 △ 95.2

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」を

最
重
点
に
お
い
た
新
年
度
予
算

　

市
を
と
り
ま
く
財
政
状
況
は
依
然
と
し

て
厳
し
く
、
一
般
会
計
収
入
の
う
ち
、
市

が
独
自
で
確
保
で
き
る
自
主
財
源
の
割

合
は
31
％
と
、
22
年
度
予
算（
35
％
）を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
収
入
の
も
っ

と
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
、
地
方
財
政
計
画
な
ど
か
ら
判
断
し
、

22
年
度
の
予
算
か
ら
7.9
％
の
増
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
今
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
額
は
３
１
０
億
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
、
24
億
２
千
万
円
の
増
加
、
率

に
し
て
8.5
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、特
に
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
と

新
庁
舎
建
設
が
主
な
要
因
で
、
積
極
型
の

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
の

増
額
な
ど
も
あ
り
、財
政
調
整
基
金（
市
の

た
く
わ
え
）の
取
と
り
く
ず
し崩

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
村
市
長
は
、
２
月
23
日
に
行
わ
れ
た

記
者
会
見
で
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
最
重
点
に
お
き
、
橋
き
ょ
う

り
ょ
う
の
点
検

と
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
や
、
市
内
全
校

の
耐
震
化
整
備
を
進
め
ま
す
。
今
年
度
の

予
算
は
、
厳
し
い
な
が
ら
も
比
較
的
安
定

し
た
財
政
状
況
で
進
め
て
い
け
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

平成23年度一般会計当初予算

310 億円 (前年度比24億2千万円増)

特集  新年度の予算

各
会
計
ご
と
の
予
算
額

※増減率の△はマイナスです。

歳  出

農林業費（3％）
　  8億3,104万円

土木費（7％）
　22億8,634万円

消防費（4％）
　12億4,491万円

教育費（13％）
　      39億85万円

公債費（14％）
　43億3,664万円

議会費など（2％）
　　　5億4,753万円

総務費（22％）
   70億1,308万円

民生費（27％）
   83億1,474万円

衛生費（8％）
　25億2,487万円

いくら入ってきて、何にいくら使うのか。予算
をお知らせすることで、１年間のまちづくり
の計画をみなさんに知っていただきます。

予算
用
語
解
説

【
歳
入
】

自
主
財
源
…
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
財
源

市
税
…
市
民
の
み
な
さ
ん
や
法
人
な
ど

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

依
存
財
源
…
国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
ま

た
は
割
り
当
て
ら
れ
る
収
入

地
方
交
付
税
…
す
べ
て
の
地
方
公
共
団

体
が
一
定
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
国
税
を
財
源
と
し
て
、
国

が
配
分
す
る
交
付
金

市
債
…
公
共
事
業
な
ど
で
多
額
な
資
金

が
必
要
な
と
き
の
長
期
借
入
金

国
庫
支
出
金
…
特
定
の
事
務
事
業
に
対

し
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
支
出
金

県
支
出
金
…
特
定
の
事
務
事
業
に
対

し
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
支
出
金

【
歳
出
】

議
会
費
…
市
議
会
の
活
動
経
費

総
務
費
…
全
般
的
な
管
理
事
務
、徴
税
、

戸
籍
、選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

民
生
費
…
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、
子

育
て
支
援
、
生
活
保
護
な
ど
の
経
費

衛
生
費
…
保
健
・
環
境
衛
生
、
ご
み
処

理
、
し
尿
処
理
な
ど
の
経
費

農
林
業
費
…
農
林
業
の
振
興
、
生
産
基

盤
の
整
備
な
ど
の
経
費

土
木
費
…
道
路
、
河
川
、
公
園
、
住
宅

の
管
理
や
整
備
な
ど
の
経
費

消
防
費
…
消
防
・
防
災
活
動
、
防
災
基

盤
の
整
備
な
ど
の
経
費

教
育
費
…
教
育
の
充
実
や
、文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

公
債
費
…
公
共
事
業
な
ど
で
多
額
の
資

金
が
必
要
な
と
き
に
借
り
入
れ
た
長
期

借
入
金
の
返
済
金

特別会計当初予算合計

172億8,848万円

公営企業会計当初予算合計

20億9,846万円

地方交付税（34％）
  103億7,100万円

国庫支出金（9％）
    26億8,295万円

県支出金（5％）
　16億5,254万円

市債（18％）
    55億2,060万円

歳   入
その他（9％）

30億2,631万円
歳  入

その他（3％）
　10億6,140万円

市税（22％）
    66億8,520万円

             
31
％

自
主
財
源

依
存
財
源 

69
％

市税の内訳

市民税………
固定資産税…

たばこ税……
都市計画税…

軽自動車税…
入湯税………………

26億5,610万円
31億   610万円

3億6,400万円
3億8,160万円

1億7,720万円
20万円

※予算総額に占める割合は、小数点以下を四
捨五入しています。

特集  新年度の予算
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 ◉産業関係
■土地開発公社事業補助事業��� 3億2,900万円（企）
　（企業誘致用地造成事業の経費を補助）
■企業誘致啓発事業���������� 38万円（企）
　（造成用地の販売促進と優良企業の誘致を図る）
■企業立地促進助成事業������� 6,733万円（企）
　（誘致企業に対し財政面で優遇措置を行う）
■紀の川関空連絡道路促進協議会運営事業 � 100万円（建）
　（京奈和道打田IC～上之郷ICを直結する道路の整備を促進）

 
広域ごみ処理施設整備事業

（紀の海広域施設組合） ����� 1億645万円（廃）

紀の川市、海南市、紀美野町の広域で取り組むことになって
いる「広域ごみ処理施設整備事業」に必要な経費と組合運営
経費を、負担金として計上しています。平成 23 年度は、施設
建設場所（桃山町最上地区）の用地購入・地質調査・測量・造成設
計業務を行います。

平成23年度
重点事業の説明

　市の事業は、長期総合計画の５つの政策目標、「協働」
「人づくり」「基盤づくり」「環境づくり」「行財政」に沿っ

て行っています。今年度は、①安全・安心なまちづく
り  ②少子高齢化・人口増加対策  ③農業・産業の活性
化対策  ④広域行政事業  ⑤その他（長期総合計画後期
基本計画策定や、新庁舎建設事業など）を５つの主要
施策として重点的に取り組みます。その中で、主な事
業を掲載します。

2 少子高齢化・人口増加対策

4 広域行政事業

3 農業・産業の活性化対策

 ◉人口増加対策関係

若者定住促進奨励事業【新】 ���� 5,000万円（政）
婚活支援事業【新】 ��������� 100万円（政）
ようこそ紀の川市へＰＲ事業【新】 �� 105万円（政）

定住化の促進と人口増加対策に取り組むため、市内に住宅を
購入した40 歳未満の人に奨励金を交付します（詳細は 12 ペー
ジ）。また、男女の出会いの場を設けたり、フリーマガジンの
広告を利用したりして、若者層に市の情報を発信します。

■一般不妊治療助成事業【新】������ 250万円（健）
■特定不妊治療助成事業【新】������ 300万円（健）
■空き家・農地・人材情報バンク事業【新】 � 20万円（農振）

◉農業関係
■県営ため池等整備事業������ 1,522万円（農地）
　（西山大池地区・調月曽池地区・北勢田大池地区・別所池地区）
■農山漁村活性化プロジェクト支援事業 � 1億151万円（農地）
　（紀の川広域農道の舗装修繕）
■有害鳥獣捕獲事業���������� 444万円（林）
　（有害鳥獣捕獲数に応じて補助金を交付するなど）
■地産地消・食育事業 �������� 259万円（農振）
　（食育の推進を図る事業）

 ◉少子化関係
■子ども医療費助成事業����� 1億9,986万円（国）
　（小学校卒業までの子どもの医療費無料化）
■私立幼稚園就園奨励事業������ 1,967万円（学）
　（第３子以降の保育料の無料化など）
■私立保育園運営補助事業������ 3,807万円（子）
　（私立保育園への運営費や各種補助金などを交付）
 
◉高齢化関係
■高齢者紙おむつ助成事業������ 1,703万円（高）
　（常時失禁の要介護高齢者に紙おむつ購入費を助成）
■緊急通報装置貸与事業������� 1,421万円（高）
　（急病等の緊急時に警備会社に連絡する装置を貸与）
■家族介護慰労事業���������� 174万円（高）

※事業名の後の（　）は担当課名で、 【新】は新規事業です。
※表示金額は、万円未満を四捨五入して表示しています。

新庁舎建設事業 ������� 11億9,312万円（庁）

最少の経費で市民サービスの充実を図り、また、防災拠点の
役割が果たせるようなエコ庁舎の建設を進めています。平成
23 年度は新庁舎建設工事に取りかかり、平成 24 年 12 月完成、
平成 25 年１月から新庁舎で業務を開始する予定です。

各事業などの問い合わせ先

（教）…教育総務課（℡64・2525）
（危）…危機管理消防課

　　　　　　　　（℡77・2511）
（健）…健康推進課（℡77・2511）
（ス）…生涯スポーツ課

　　　　　　　　（℡64・2525）
（障）…障害福祉課（℡75・3111）
（高）…高齢介護課（℡75・3111）
（水）…水道部（℡74・1181）
（国）…国保年金課（℡77・2511）
（学）…学校教育課（℡64・2525）
（子）…子育て支援課

　　　　　　　　（℡75・3111）

（政）…政策調整課（℡77・2511）
（農振）…農業振興課

　　　　　　　　（℡73・3311）
（農地）…農地課（℡73・3311）
（林）…林務課（℡73・3311）
（企）…企業立地推進課

　　　　　　　　（℡77・2511）
（建）…建設総務課（℡66・1100）
（廃）…廃棄物対策課

　　　　　　　　（℡64・2525）
（庁）…庁舎建設準備室

　　　　　　　　（℡77・2511）
（商）…商工観光課（℡73・3311）
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 ◉健康･医療･福祉関係
■ピンクリボンキャンペーン事業 �����100万円（健）
　（乳がん検診受診率向上を図るための啓発事業）
■乳がん超音波検査事業 ��������350万円（健）
■乳がんマンモグラフィ事業 ������408万円（健）
■各種がん検診事業 ������� 1億1,395万円（健）

　任意ワクチン接種事業【新】 ���� 7,773万円（健）

（ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・子宮頸がん予防ワ
クチン）子どもが感染する重症感染症などのワクチンの費用
を助成します。制度の詳細は９ページを見てください。

■打田体育館トイレバリアフリー化事業【新】 � 800万円（ス）
　（市民が利用しやすい多目的トイレを整備）
■障害福祉計画事業【新】�������� 60万円（障）
　（平成24～26年度までの障害福祉サービス事業の計画を策定）
■介護保険システム改修事業【新】���� 945万円（高）
　（介護保険料の算定などを行うシステムの改修）

◉水道関係
■簡易水道再編事業及び未普及地解消事業（給水区域の拡
張と水道施設未普及地の調査） ��� 2億4,176万円（水）

1 安全・安心なまちづくり
 ◉教育関係

　打田中学校校舎等改築事業 �� 13億1,617万円（教）
　粉河中学校校舎等改築事業 �� 6億7,316万円（教）
　長田小学校体育館新築事業 �� 2億6,100万円（教）

平成 27 年度までに全ての小・中学校の耐震化を完了し、紀の
川市の子ども達が安全で安心して学ぶことができるよう、教
育環境の整備を図ります。打田中学校・長田小学校は建築工事、
粉河中学校は用地造成と建築工事を行います。

■西貴志小学校校舎等耐震補強事業【新】��108万円（教）
　（耐震補強のための実施設計）
■安楽川小学校校舎等耐震補強事業【新】��200万円（教）
　（体育館の耐震調査事業）
■那賀中学校校舎等耐震補強事業【新】 ��217万円（教）
　（旧体育館の耐震調査事業）

◉防犯・防災関係
■消防器具庫整備事業�������� 1,764万円（危）
　（消防団の詰所や器具庫を整備）
■防火水槽整備事業��������� 2,730万円（危）
　（計画的に防火水槽を整備）

PICK UP

PICK UP

PICK UP

 
那賀消防組合  南消防署  新築移転事業
    　　　　　 �������� 2億6,393万円（危）

現在の施設は老朽化が激しく、耐震強度も不足し、敷地も手
狭になっています。緊急時に、より迅速に対応し、地域の防
災拠点としての役割が果たせるよう、南消防署を桃山と貴志
川との中間地点である国道 424 号沿いに建設しています。平
成 24 年３月の完成を目指しています。

PICK UP

PICK UP

5 その他

 
長期総合計画（後期基本計画）策定事業
　　　　　　　　 ��������� 250万円（政）

紀の川市のまちづくり全般における最上位計画である、「長期
総合計画」の基本構想を実現するため、具体的な施策を体系
的に示す平成 25 年度～平成 29 年度の５年間における「後期
基本計画」を策定します。

 ◉緊急雇用対策（19事業） ������ 1億1,317万円
　県が国の交付金を活用し創設している「ふるさと雇用
　再生特別基金」で１事業、「緊急雇用創出事業特例基金」
　で、市税歳入確保事業や耕作放棄地保全管理事業など
　18 の事業を実施。
◉ほたるサミット補助事業【新】 ����� 210万円（商）
　６月に本市で開催する、全国６市町で構成する「ほたる
　サミット」の経費。「ほたる」の育成環境を保全し、自然と
　のふれあいを通して、水辺環境に対する意識を高める。
◉国民体育大会事業【新】�������� 193万円（ス）
　平成 27 年に和歌山県で開催される第 70 回国民体育大
　会の円滑な運営に向け、諸準備を行う経費。
◉パークゴルフ場整備事業【新】���� 8,908万円（ス）
　子どもから高齢者まで楽しめるパークゴルフ場整備
　に必要な経費。

PICK UP

PICK UP
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4/10 （日） 中前歯科医院（℡ 63・1771）

17 （日） 中西歯科医院（℡ 78・2233）

24 （日） 中嶋歯科医院（℡ 63・1020）

29 （金） 吉村歯科医院（℡ 64・8111）

5/1 （日） えのき歯科　  （℡ 63・3763）

3 （火） 安村歯科医院  （℡ 75・2202）

4 （水） 青木歯科医院  （℡ 61・0889）

5 （木） 田原歯科 　　 （℡ 64・1080）

休日歯科当番（診療時間：午前10時～午後４時）

当番医が変更している場合があります。
問い合わせは、那賀消防組合（℡ 61・1791）へ。

4/8 （金） 松源　貴志川店 10：00 ～ 13：00

尾高ゴム工業㈱ 貴志川工場 14：30 ～ 16：30

12 （火） バンドー化学㈱ 和歌山工場　   10：00 ～ 13：00

松源　貴志川店 14：30 ～ 16：30

19 （火） ㈱メイワ 9：30 ～ 12：00

オークワ粉河店 13：30 ～ 16：30

27 （水） 市役所桃山分庁舎 9：30 ～ 12：00

市役所本庁南別館 13：30 ～ 16：00

献血日程

新型インフルエンザの相談
℡ 61・0020　岩出保健所（平日午前９時～午後５時 45 分）

小児救急医療ネットワーク
℡ 073・425・8181　平日夜間は午後８時～翌６時／土・日・祝日の夜
間は午後７時～翌６時／休日昼間は午前10時～正午、午後１時～５時

那賀休日急患診療所
℡ 77・6410　日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時
小児は、↓小児救急医療ネットワークへ↓

夜間の小児医療電話相談  
℡＃ 8000　または　℡ 073・431・8000　毎日午後 7 時～ 11 時

夜間・休日の病院案内（24 時間）

℡ 073・426・1199　県救急医療情報センター
℡ 61・1791　那賀消防組合

  公立那賀病院の市民公開講座
　公立那賀病院が「がんの診断と治療」について、
市民向けの公開講座を開催します。参加は無料で、
予約は不要です。
■とき�４月９ 日（土）午後１時 30 分～４時
■ところ�市役所本庁南別館５階　ホール田園
■内容
◎「がん診療連携拠点病院とは」
　講師�森　一成（外科   副院長）
◎「公立那賀病院のがん治療」
　講師�谷野裕一（乳腺外科   科長）
◎「抗がん剤治療ってつらいの？
　　～副作用とその付き合い方～」
　講師�市橋枝未子（がん化学療法看護認定看護師）
◎「キャンサーボード（がん治療方針検討会）」の実演
　那賀病院の現役医師や薬剤師・看護師・臨床心
　理士が舞台上で実演します。

【問い合わせ】公立那賀病院  医事課  がん診療連
携拠点病院運営事務局（℡ 77・2019）

第13回

対象者
◎特定健診…40歳～74歳の紀の川市国保加入者
◎胃がん検診…40歳～74歳
◎胸部検診…40歳以上
◎大腸がん検診…40 歳以上
◎乳がん検診…40歳以上の女性
◎肝炎ウイルス検診…40歳以上で未検査の人

平成2３年度 集団検診の日程
申込者には、お住まいの地区の検診日程の約１か月前に、受診票
を送付します。検診を希望する人で、まだ申し込みをしていない
人は、健康推進課まで連絡してください。
※申し込み用紙などは、２月上旬に全世帯に送付しています。

【申し込み・問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

とき ところ 午前
（受付8：30～10：30）

午後
（受付13：00～14：00） 地区

４月19日（火） 東貴志コミュニティセンター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 貴志川

４月20日（水）～21日（木） 西貴志コミュニティセンター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 貴志川

４月22日（金） 西貴志コミュニティセンター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 貴志川

４月26日（火） 丸栖コミュニティセンター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 貴志川

４月27日（水） 丸栖コミュニティセンター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 貴志川

５月10日（火）～12日（木） 貴志川保健福祉センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 貴志川

５月13日（金） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 打田

５月16日（月） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 打田

５月17日（火） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 打田

５月18日（水）～19日（木） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 打田

６月３日（金） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 打田

６月６日（月） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 打田

６月７日（火） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 打田

６月８日（水） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 打田

６月30日（木） 鞆渕出張所 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

８月17日（水） 那賀総合センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 那賀

８月18日（木）～19日（金） 那賀保健福祉センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 那賀

８月22日（月）～24日（水） 那賀保健福祉センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 那賀

８月29日（月） 細野生活改善センター 特定・胃・胸・大腸 ― 桃山

８月30日（火） 蛍の里 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 桃山

10月５日（水） 元区民会館 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 桃山

10月６日（木） 桃山会館 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 桃山

10月７日（金） 桃山保健福祉センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 桃山

10月11日（火）～14日（金） 桃山保健福祉センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 桃山

10月27日（木）～28日（金） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

10月31日（月） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

11月１日（火） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 粉河

11月２日（水） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

11月４日（金） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

11月７日（月）～８日（火） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

11月９日（水） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 粉河

11月10日（木） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

12月１日（木）～２日（金） 本庁南別館 肝炎 肝炎 全地区

子育て教室
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【問い合わせ】健康推進課  （℡ 77・0829）

■４か月児健康診査
　平成23年１月生まれ対象
　５月18日（水）・25日（水）の午後

受付は午後１時～１時30分

■７か月児健康診査
　平成22年10月生まれ対象
　５月17日（火）・24日（火）の午後

受付は午後１時～１時30分

■10か月児健康相談
　平成22年５月生まれ対象
　５月12日（木）・13日（金）の午前

受付は午前９時～９時30分

■１歳８か月児健康診査
　平成21年８月生まれ対象
　５月20日（金）・27日（金）の午後

受付は午後１時～１時30分

■２歳６か月児健康相談
　平成20年10月生まれ対象
　５月10日（火）・11日（水）の午前

受付は午前９時～９時30分

■３歳８か月児健康診査
　平成19年８月生まれ対象
　５月19日（木）・26日（木）の午後

受付は午後１時～１時30分

◎ポリオ集団投与　受付は午後１時～１時30分

　５月31日（火）・６月１日（水）・２日（木）・３日（金） 
　平成 22 年７月 31 日までに生まれ、７歳６か月未
　満で、ポリオを２回飲んでいない乳幼児が対象

※対象児には、個別通知します。※会場はすべて本庁南別館です。
５月の母子保健・予防接種

ヒブワクチンなどの任意ワクチンの接種
　平成 23 年４月から、ヒブワクチン（インフルエンザ菌ｂ型）・小児用肺炎球菌
ワクチン・子宮頸がん予防ワクチンの接種事業を開始します。これらのワクチ
ン接種は、予防接種法に基づく定期接種ではなく、保護者の意思により接種を
受ける任意接種です。この３つのワクチンは全て輸入ワクチンです。

■期間�平成 23 年４月１日から平成 24 年３月 31 日まで
※ヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチンの接種は、接種後の死亡例が６例報告されたため、一時的に中止していま
す（３月 10 日現在）。また現在、子宮頸がん予防ワクチンの供給量が不足しているため、希望してもすぐに接種でき
ません。供給が安定するのは、８月頃の予定です。
■接種費用�接種１回につき自己負担 1,000 円
※平成 23 年３月 31 日以前の接種や契約医療機関以外で接種した場合の払い戻しはありません。
■接種方法�希望者は、紀の川市および岩出市の契約医療機関に直接予約後、母子手帳と保険証を持参し接種してく
ださい。接種時には、医療機関に備え付けの「任意予防接種希望書兼同意書」への保護者の署名が必要です。
※契約医療機関が分からない場合は、健康推進課へ問い合わせください。

◇ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン
インフルエンザ菌ｂ型による髄膜炎や重症肺炎など、重篤な合併症を予防するワクチン。製造工程で海外の牛由来成分を使用
しているため、伝達性海綿状脳症にかかるリスクはありますが、可能性は低く、発生例もありません。接種後、発赤や腫れな
どの局所の副反応が報告されています。

■対象者�紀の川市に住民登録がある生後２か月以上５歳未満の子ども
■接種回数　２か月齢以上７か月齢未満�4 回／７か月齢以上 12 か月齢未満�3 回／１歳以上５歳未満�1 回

◇小児用肺炎球菌ワクチン
約 90 種類ある肺炎球菌の中の、重い病気を起こしやすい 7 種類の血清型に対応するワクチンで、髄膜炎などの重症化予防以
外にも、中耳炎や副鼻腔炎などの予防も期待できます。接種後、発赤や腫れ、発熱などの局所の副反応が報告されています。

■対象者�紀の川市に住民登録がある生後２か月以上５歳未満の子ども
■接種回数　◎ 2 か月齢以上 7 か月齢未満�4 回　　◎ 7 か月齢以上 12 か月齢未満�3 回
　　　　　　◎ 1 歳以上 2 歳未満�2 回　　　　　　◎ 2 歳以上 5 歳未満�1 回

◇子宮頸がん予防ワクチン
子宮頸がんの原因とされるヒトパピローマウイルス（HPV）のうち、16 型・18 型の HPV の感染を予防するワクチンです。既に
感染している HPV を排除したり、治癒したりする効果はありません。また、妊娠中の接種に関する有効性・安全性は確立され
ていません。接種後、疼痛（とうつう）や発赤、腫れなどの局所反応や疲労や筋肉痛、頭痛などの全身性の副反応が報告されて
います。接種後 30 分は強い痛みによる失神にも注意が必要です。なお、このワクチンで全てのウィルスを予防することはで
きないため、子宮がん検診を受けることが大切です。

■対象者�紀の川市に住民登録がある中学 1 年生から高校１年生相当年齢（H7.4.2 ～ H11.4.1 生まれ）の女性
■接種回数�３回（初回接種、初回接種から１か月後、６か月後）

○その他
・発熱時、急性疾患のある人、接種後アナフィラキシー（呼吸困難やアレルギー症状）を起こしたことのある人は、必ず医師に
相談してください。接種後に異常が出現した場合は、速やかに医師の診察を受けてください。

・接種により万が一健康被害が生じた場合、予防接種法に基づく救済制度はありませんが、医薬品医療機器総合機構が実施す
る医薬品副作用被害救済制度の補償対象となります。また高度障害や死亡事例の発生に備えて、市は保険に加入しています。

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

国保の異動届は14日以内に
　就職・転勤・入学などで国保への加入や脱退、また世帯の分離や合併
などの異動があった場合、必ず 14 日以内に、世帯主が国保年金課（本
庁）、各支所または鞆渕出張所に届け出をしなければなりません。

　国民健康保険の届出が遅れると、次のようなトラブルが起こるこ
とがあります。
①国保に加入する届出が遅れると�
医療費は全額自己負担になるうえ、資格ができた月（退職した月など）
までさかのぼって保険税を納めなければなりません。
②国保を脱退する届出が遅れると�
資格がなくなった後で、国保の保険証を使って診療を受けた場合、国
保が負担した医療費を返さなければなりません。新たに加入した会
社の健康保険などと保険税を二重で納めてしまう原因にもなります。

【問い合わせ】国保年金課（℡ 77・2511　本庁）

健康保険の任意継続制度
　一定期間勤務した会社を退職した場合、それまで加入していた健
康保険を、退職の翌日から２年間、任意で継続できる制度がありま
す。この「任意継続制度」は、退職から 20 日以内に届けなければなら
ないなど健康保険の種類によって取り決めがあります。くわしくは、
加入している健康保険の事務所に問い合わせください。
　退職するときは、「国民健康保険」と「任意継続制度」の保険料を
比べるなど、どちらの保険が有利か、よく調べて決めましょう。
　「国民健康保険税額」を試算したい場合は、お手元に、前年の所得
がわかるもの（源泉徴収票など）を準備し問い合わせください。退職
日が１月～３月の場合は、退職日の前々年の所得がわかるものも必
要です。

【問い合わせ】国保年金課（℡ 77・2511　本庁）

●国民健康保険の異動手続きに必要なもの
こんなとき 必要なもの 備考

転入 印鑑 市民課または支所窓口での手
続きを先にしてください転出 保険証・印鑑

就職した 新しい保険証・国保の
保険証・印鑑

新しい保険証が未交付の場合
は、加入を証明できるもの

退職した 職場の健康保険の資
格喪失証明書・印鑑

下の任意継続制度の記事も読
んでください

子どもが就学で
他市町村に転出

修学などのため住民票を異動する場合は、在学を証
明する書類（在学証明書・学生証のコピー）と保険証・
印鑑を添えて届出をおこなってください。

※届出人の本人確認書類も必要です。
このほかの諸手続きについては、問い合わせください。

●平日や昼間に、国保の異動手続きに来れな
い人は、「毎月第２日曜日の午前中」と「毎週木
曜日の夜間（午後８時まで）」に、国保年金課（本
庁）で、国保の異動手続きができます。気軽に
利用してください。
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子
育
て
支
援
課
、
高
齢
介
護
課

と
も
に
那
賀
分
庁
舎
で
す

        赤ちゃん広場・子育て教室
◎赤ちゃん広場�０歳児の親子を対象に、月齢に合った赤ちゃんと
のふれあい遊びの紹介や絵本のよみきかせ、お母さん同士の交流、
赤ちゃんの体重測定や育児相談などをします。　
◎子育て教室�１歳児・２歳児の親子を対象にした遊びの教室です。
親子のふれあい遊びやリズム遊び、手作りおもちゃの製作など、楽
しい活動や経験を通して子育ての輪を広げましょう。

申し込みは不要です。気軽に参加ください。ジュース・おやつ・お
もちゃは持ってこないでください。

■赤ちゃん広場
□０歳児（22 年４月２日以降生まれ）
　　５ 月 　６日（金）打田地区　本庁南別館２階
　　５ 月 　1 9 日（木）貴志川・桃山地区　桃山保健福祉センター
　　５ 月 　2 3 日（月）粉河・那賀地区　那賀子育て支援センター
　※時間は午前 10 時～ 11 時 30 分です。
　※母子手帳を持ってきてください。

■子育て教室
□１歳児（21 年４月２日～ 22 年４月１日生まれ）
　　５ 月 　９日（月）桃山地区　桃山保健福祉センター
　　５ 月 　1 3 日（金）貴志川地区　貴志川保健福祉センター
　　５ 月 　2 0 日（金）粉河・那賀地区　那賀子育て支援センター
　　５ 月 　26日（木）打田地区　打田体育館
    ※時間は午前９時 15 分～ 11 時 30 分

□２歳児（20 年 4 月 2 日～ 21 年 4 月 1 日生まれ）
　　５ 月 　1 8 日（水）粉河・那賀地区　那賀子育て支援センター
　　５ 月 　2 5 日（水）貴志川・桃山地区　桃山保健福祉センター
　　５ 月 　2 7 日（金）打田地区　打田体育館
　※時間は午前９時 15 分～ 11 時 30 分

※親子とも、動きやすい服装で参加してください。
※名札、お茶、帽子を持参してください。
※日程などの変更や中止の場合は、市ホームページやメール配信
サービス（http://kinokawa.mail-dpt.jp/で登録）でお知らせします。

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 75・3111）
桃山子育て支援センター（℡ 66・0404　安楽川保育所内）
那賀子育て支援センター（℡ 75・2331　名手保育所隣）

子育て支援センターを利用してください
　　　　　 子育て支援センターは、子育てに関する相談や情報　
　　　　　 交換、親子の遊び場、交流の場として、子育てを応　
　　　　　 援します。気軽に利用ください。

５月開始

子育て

応援
を

小・中学校の就学援助制度
　経済的な理由で、小・中学校への就学に困難
がある児童・生徒の保護者に、学校給食費や学
用品費など、学校で学習するために必要な費用
の一部を援助する制度があります。
　就学援助を希望する人は、申請書を学校へ提
出してください。くわしくは、各小・中学校ま
たは学校教育課へ問い合わせください。

【問い合わせ】
学校教育課（℡ 64・9162　貴志川分庁舎）

私立幼稚園保育料等の減免
　私立幼稚園児の保護者の負担を軽減するた
め、保育料などの一部を補助する制度がありま
す。また、第３子以降（満 18 歳未満の兄または
姉が２人以上いる園児）の保育料は無料です。
　申請書類は各私立幼稚園を通じて５月頃に配
布します。幼稚園の指示にしたがって手続きを
してください。

【問い合わせ】学校教育課（℡ 64・9162）

児童扶養手当
　
　児童扶養手当は 18 歳（障害のある場合は 20 歳未満）に達する日以降
の最初の３月 31 日までの児童を養育しているひとり親家庭や、父また
は母が一定の障害にある家庭に支給される手当です。所得制限などの条
件があります。
■支給金額（児童１人の場合の月額）
全部支給�41,550円　一部支給�9,810円～41,540円
※所得状況や扶養人数によって変動します。

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 75・3111　那賀分庁舎）

特別児童扶養手当
　
　特別児童扶養手当は、20 歳未満で身体や知的または精神に一定の障
害、または長期安静が必要な病状にある児童を、在宅で養育している保
護者に支給される手当です。所得や障害の程度による制限があります。
■支給金額（月額）１級�50,550 円　２級�33,670 円

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 75・3111　那賀分庁舎）

介護予防教室　いきいき元気塾

　65 歳以上の人を対象に、運動器の機能
向上・栄養改善・口腔ケア・閉じこもり
予防などをテーマに、居宅介護支援セン
ターに委託し教室を開催しています。動
きやすい服装で参加ください。

■テーマ�『介護予防体操で　はつらつ！』
■と　き�４月13日（水）午後１時～３時
■ところ�那賀保健福祉センター２階
　　　　　多目的ホール
■申し込み�前日までに栄寿苑居宅介護
支援センターに申し込みください。

【問い合わせ】
栄寿苑居宅介護支援センター（℡75・6888）
高齢介護課介護予防係（℡75・5314）

介
護
予
防
の
ス
ス
メ

    

囲
碁
・
将
棋
・
オ
セ
ロ
・
マ
ー
ジ
ャ
ン 

今
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

【解説】
頭を使うゲームは思考力を鍛（き
た）え、認知症の予防に有効です。
友人やお孫さんと、楽しんでみて
ください。趣味として長く続くと、
更に認知症予防に効果的です。

赤ちゃん広場

「基本チェックリスト」で介護予防を
　介護認定を受けていない 65 歳以上
の人に対し、５月～６月頃に「基本
チェックリスト」を送付します。
　この「基本チェックリスト」は、日
常生活に関する 25 項目の質問に答え、
自分の生活に必要な「介護予防」を知
るための質問票です。
　このチェックリストを元に、様々な
介護予防教室の案内をしますので、必
ず返送してください。

※特定健診や後期高齢者健診と同時に
実施していた生活機能評価（介護予防健診）は廃止になりました。

■介護予防�運動や口腔ケア、認知症予防などを生活に取り入れて、
介護が必要な状態になるのを防ぐこと。「まだまだ元気だから、大丈
夫！」と思っているうちから、「介護予防」に取り組むことが大事です。
また介護予防を実践し、より一層生き生きと元気に過ごすことが、介
護保険料抑制にもつながります。

【問い合わせ】
高齢介護課介護予防係（℡ 75・5314　那賀分庁舎）

運動に関する介護予防教室の風景
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【
問
い
合
わ
せ
】政
策
調
整
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
南
別
館
）

●
若
者
定
住
促
進
奨
励
金

【
問
い
合
わ
せ
】財
政
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
南
別
館
）

●
平
成
21
年
度 

財
務
諸
表
か
ら
見
る
市
の
す
が
た

住宅を取得する

若年層（40歳未満）を支援

奨励金 40 万円を交付

人口の減少を抑制し、定住促進と地域の活性化を図るため、
紀の川市内に居住しようとする若年層の住宅取得に対し、
若者定住促進奨励金を交付します。

　  対象者
次の❶～❹すべてにあてはまる人。
❶申請日に、紀の川市内に定住の意思を持って居
住している。
❷所有権保存登記の受付年月日に、住宅の所有者
が40歳未満（夫婦の場合、いずれかが40歳未満）。
❸取得した住宅に居住する世帯全員が、市町村税
や特別区税を滞納していない。
❹この奨励金の交付を受けていない。

　  住宅の要件
次の1～3すべてにあてはまる住宅。
1平成 23 年４月１日～平成 26 年３月 31 日まで
の間に、住宅（新築住宅、中古住宅、分譲マンション）
を新築または売買により取得（相続、贈与その他
対価を伴わない事由により取得した場合や増改築
の場合は除く）し、所有権保存登記が完了している。
2建物登記の権利部（甲区）における「受付年月日・
受付番号」欄に記載された年月日が、平成 23 年 4
月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日までの間。
3専ら人の居住用の建物で、玄関・居室・台所・トイ
レ・浴室があり、床面積（併用住宅の場合は、店舗・事
務所などの部分を除いた前記条件を備えた居住部
分の床面積）が、50㎡以上。

　  奨励金の内容
住宅奨励金�１件につき 40万円
転入加算金�転入世帯１件につき＋

プラス

10万円

　  申請書の配布
政策調整課（本庁南別館）や各支所で配布します。

また、市ホームページでも公開しています。

　  申請書の受付
◉受付期間�平成 26 年３月31日まで

◉受付場所�政策調整課

　  奨励金受取りまでの流れ
❶新築 ･ 売買で取得した住宅に居住

❷申請書の提出

❸交付決定

❹交付案内

❺請求書の提出

❻奨励金の受け取り

申請手順

資
産
と
負
債

　

今
ま
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を
、
そ

の
年
の
収
入
と
支
出
だ
け
を
と
ら
え
て

公
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
れ
で
は
、
現
在
に
至
る
ま

で
の
経
過
も
含
め
て
、
市
の
将
来
の
財

政
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
年
の
収
入
と
支
出
だ

け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
市
が
こ
れ
ま

で
に
行
っ
た
行
政
活
動
を
通
じ
て
蓄
積

し
た「
資
産
」
と
、
そ
の
資
産
形
成
に

要
し
た「
負
債
」を
示
す
こ
と
で
、よ
り

わ
か
り
や
す
く
透
明
性
の
高
い
、
市
の

現
状
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の「
資
産
」と「
負
債
」を
、
一
般

会
計
／
各
特
別
会
計
／
病
院
や
消
防
組

合
な
ど
の
一
部
事
務
組
合
／
土
地
開

発
公
社
／
青
洲
の
里
な
ど
の
第
三
セ
ク

タ
ー
な
ど
、
そ
れ
ら
の
会
計
を
全
て
合

算
し
、
市
全
体
と
し
て
の
金
額
を
割
り

出
し
て
、
作
成
し
た
の
が
下
の
グ
ラ
フ

で
す
。（
※
財
務
諸
表
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

行
政
コ
ス
ト

　

市
の
財
政
状
況
を
知
る
う
え
で
、
も
う
一
つ

大
切
な
こ
と
は
、
資
産
に
結
び
つ
か
な
い
費
用

も
多
く
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
こ
の

資
産
に
結
び
つ
か
な
い
、
例
え
ば
人
件
費
な
ど

の
経
費
を「
行
政
コ
ス
ト
」と
呼
び
ま
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
の
推
移
を
表
し
た
の
が
左
の
グ

ラ
フ
で
す
。
特
に
医
療
費
や
社
会
保
障
費
が
大

き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
定
額
給
付
金
や
高
齢

者
医
療
費
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

全体的に少し増加しています。道路、下水道、水道等の整備や
施設の建設等により「もっている土地や建物」は増加します。

「手持ち現金や普通預金」、「積立預金や貸しているお金」はお
金として保有している財産です。将来の行政サービスの資金
になります。

資産が増加している分、「負債と純資産」も少し増加していま
すが、純資産（今までの世代が負担してきた費用）の増加割合
より、負債の増加割合が少なくなっています。これは、出来
るだけ今の世代で借金を前倒して返済し、将来世代の負担を
軽減するような措置を講じている結果です。

1,415億円

102億円
110億円

1,437億円

112億円
積立預金や
貸しているお金

持っている土地や建物

116億円 手持ち現金や普通預金

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800
1億円 1億円 その他の資産

平成20年度 平成21年度

（億円）

992億円

505億円

85億円

1,016億円

487億円
将来返済するべき
借金

今までの世代が
負担してきた費用

87億円
将来支払うべき
退職金

46億円

平成20年度 平成21年度

76億円
１年以内に返済
すべき借金など
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資　産
将来世代に残る財産や権利の金額

負債と純資産
将来負担すべき金額と

これまでに負担してきた金額

0
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（億円）

平成20年度 平成21年度

行政コスト

82億円

107億円

236億円

14億円

88億円

111億円

270億円

12億円

医療費、社会保障費、
補助金などにかかる
経費

人件費など
人にかかる経費

その他

施設費など
物にかかる経費

若
者
定
住
促
進
奨
励
金

財
務
諸
表
か
ら
見
る
市
の
す
が
た

負
債

純
資
産

（転入世帯は50万円）
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【
問
い
合
わ
せ
】国
保
年
金
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

●
脳
ド
ッ
ク
の
検
診
補
助

紀
の
川
市
国
民
健
康
保
険

脳
ド
ッ
ク
検
診
事
業

対
象
…
紀
の
川
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
、申
し
込
み
時
に
30
歳
以
上
で
、

国
保
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

医
療
機
関
名
／
受
検
期
間
／
定
員

◉
日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー

／
24
年
３
月
末
日
ま
で
／
定
員
170 

人

◉
和
歌
山
市
医
師
会
成
人
病
セ
ン
タ
ー

／
24
年
３
月
末
日
ま
で
／
定
員
90
人

◉
医
療
法
人
西
村
会
向
陽
病
院
／
平
成

23
年
10
月
末
日
ま
で
／
定
員
40
人

自
己
負
担
…
５
，０
０
０
円

紀
の
川
市
後
期
高
齢
者　

脳
ド
ッ
ク
助
成
事
業

対
象
…
紀
の
川
市
に
住
所
を
有
し
、
和

歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て

い
て
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

医
療
機
関
名
／
受
検
期
間

◉
日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン

タ
ー
／
24
年
３
月
末
日
ま
で

◉
和
歌
山
市
医
師
会
成
人
病
セ
ン
タ
ー

／
24
年
３
月
末
日
ま
で

◉
医
療
法
人
西
村
会
向
陽
病
院
／
平
成

23
年
10
月
末
日
ま
で

定
員
…
３
医
療
機
関
で
20
人

自
己
負
担
…
５
，０
０
０
円

■
申
込
期
間
…
４
月
７
日

（木）
～
21
日

（木）

（
締
切
日
に
到
着
分
ま
で
有
効
）

■
申
込
方
法
…
次
の
イ
、
ロ
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

イ
．右
下
の
記
載
例
を
参
考
に
、国
保
年

金
課
ま
で
郵
送

ロ
．国
保
年
金
課
、各
支
所
、出
張
所
の

窓
口
に
備
え
て
い
る
、
申
込
書
に
記
入

し
、
直
接
窓
口
で
申
し
込
み

※
申
し
込
み
を
受
付
け
た
時
点
で
、
市

が
検
査
結
果
な
ど
個
人
情
報
を
医
療
機

関
か
ら
提
供
を
受
け
る
こ
と
、
国
保
税

や
保
険
料
の
収
納
状
況
を
調
査
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

■
受
検
者
の
決
定　

受
検
希
望
者
が
多

数
の
場
合
は
、
22
年
度
に
紀
の
川
市
が

実
施
し
た
本
脳
ド
ッ
ク
検
診
を
受
け
て

い
な
い
人
を
優
先
に
、
医
療
機
関
ご
と

（
国
保
の
み
）に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
、

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
が
対
象
で
す
。

〒 649－6492（住所の記入は不要です）
　紀の川市役所   国保年金課   脳ドック担当  あて

※❶～❾をすべて記入ください。記載もれがあると無効となります。
※申し込みは受検希望者1人につき１枚です。
※同じ世帯で受検希望者が複数の場合も、個人ごとの申込みが必要です。
※同一人が複数応募しても1枚のみ有効となります。
※申込書に記載された人以外が受検することはできません。
※個人情報のため、封書や各窓口での申し込みもできます。

申し込みの宛
あ て

先と記載内容

　　　     記載内容

❶郵便番号
❷住所
❸世帯主氏名
❹受検希望者氏名（フリガナ）
❺性別
❻生年月日（満年齢）
❼連絡先の電話番号
❽保険証の記号番号
❾希望する検査医療機関

【
問
い
合
わ
せ
】高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係（
℡
75
・

５
３
１
４　

那
賀
分
庁
舎
）
／
各
支
所
／
出
張
所

●
高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　　　      記載例

❶〒６４９－６４９２

❷紀の川市西大井３３８ 番地

❸紀の川 太郎

❹紀の川 花子 （キノカワ ハナコ）

❺女

❻昭和39年11月7日生（46才）

❼ 0736-77-2511

❽ 12345678 （←８ケタの番号）

❾日赤・成人病センター・向陽病院

　 のいずれかを記載

◉ホームヘルパー派遣（介護認定結果が「自立」の人など） ������ 週１回、1時間まで150円など

◉デイサービス（介護認定結果が「自立」の人など） ������ 週１回まで１回340円（昼食・材料費実費）

◉ショートステイ（介護認定結果が「自立」の人など） �������月７日まで１日500円（食事代実費）

◉配食サービス（調理困難な１人暮らしの高齢者など） ���������� 週３回まで１食350円
◉外出支援（要介護４・５の人の医療機関送迎） ����� 週１回まで１回200円か500円（駐車料実費）

◉生活支援ハウス利用（60歳以上のみの世帯や、家族の支援がない人） �� 収入による費用負担
◉養護老人ホーム入所（65歳以上の生活困窮者など） ���������� 収入による費用負担

生活支援

◉緊急通報システム（高齢者世帯や重度身体障害者など） �������� 課税世帯は月1,000円
◉老人日常生活用具の給付と貸与（寝たきりや単身低所得者など）
　給付用具  →  電磁調理器、火災警報器、自動消火器 ����������� 収入による費用負担
　貸与用具  →  老人用電話 �������������������� 基本料・通話料金は実費

日常生活用具などの支給や貸与

◉紙おむつ購入助成券給付（要介護認定を受け、常時失禁状態の所得税非課税世帯）
◉高齢者居宅改修費補助（要介護・要支援の認定を受けている所得税非課税世帯）
　                �������������� 補助対象金額の3/4（生活保護世帯は全額補助）を助成
◉家族介護慰労金（要介護４・５の高齢者を常時在宅介護している住民税非課税世帯の家族）
　　　　過去１年間介護保険サービスの利用がなく、在宅介護していない期間が90日未満 ………年額16万円
　　　　　（特別障害者手当を受給している場合） ……………………………………………………年額10万円
　　　　過去１年間介護保険のサービスを利用したが、在宅介護していない期間が90日未満 ……年額６万円
　　　　　（特別障害者手当を受給している場合） …………………………………………………………対象外

助　成

満88歳の人または99歳以上の人で、
６か月以上市内に住所がある人（9/1現在）
※満100歳は誕生月に祝金を支給
※いずれも申請は不要です

長寿祝

◎要介護３以上の人　◎歩行が困難な人
◎１人暮らしで避難が不安な人など

を対象に、災害時の避難支援のための名簿
を作成します。

災害時要援護者登録

高齢者の暮らしを支えるため、様々な福祉サービスがあります。
サービスの対象は、おおむね��歳以上の高齢者ですが、
種類によっても異なります。
くわしくは、地域包括支援センターやケアマネジャー、
高齢介護課・各支所・出張所へ相談してください。

脳
ド
ッ
ク
の
検
診
補
助

高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

◆　
　

◇　
　

◆
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ワ
イ
ド

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
税
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

●
軽
自
動
車
税
の
減
免
（
申
請
期
限
は
５
月
25
日
）

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
。対
象
は
、身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷

病
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、
生
活
手

段
と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の
区
分
、

程
度
な
ど
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

減
免
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

◉
身
体
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合

…
❶
減
免
申
請
書
／
❷
印
鑑
／
❸
身
体

障
害
者
手
帳（
原
本
）／
❹
運
転
免
許
証

（
写
真
が
鮮
明
な
両
面
コ
ピ
ー
可
）／
❺

自
動
車
車
検
証（
コ
ピ
ー
可
）

◉
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る

人
が
運
転
す
る
場
合
…
❶
～
❺
に
加
え

て
、❻
誓
約
書
、
❼
同
意
書

◉
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
身
体
障
害
者
な
ど
を
常
時
介
護

す
る
人
が
運
転
す
る
場
合
…
❶
～
❺
に

加
え
て
、
❽
常
時
介
護
証
明
書

※
❽
常
時
介
護
証
明
書
、
各
手
帳
の
発

行
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。
発
行
に

障害の区分

障害の程度

身体障害者本人が運転する場合

身体障害者等と生計を一にする人が
運転する場合

身体障害者等のみで構成される世帯
の身体障害者等を、常時介護する人
が運転する場合

身
体
障
害
者
手
帳

視覚障害 1級～3級・4級の1 1級～3級・4級の1

聴覚障害 2級・3級 2級・3級

平衡機能障害 3級 3級

音声機能障害 3級（咽頭摘出による障害に限る） 該当なし

上肢不自由 1級・2級 1級・2級の1・2級の2

下肢不自由 1級～6級 1級～3級

体幹不自由 1級～3級・5級 1級～3級

乳幼児期以前の
非進行性脳病変による
運動機能障害

上肢機能 1級・2級 1級・2級（1上肢のみに運動機能障害があ
る場合を除く）

移動機能 1級～6級 1級～3級

心臓･じん臓・呼吸器・ぼうこう
または直腸・小腸機能障害 1級・3級 1級・3級

肝臓機能障害・ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能障害 1級～3級 1級～3級

戦
傷
病
者
手
帳

視覚障害 特別項症～第4項症 特別項症～第4項症

聴覚障害 特別項症～第4項症 特別項症～第4項症

平衡機能障害 特別項症～第4項症 特別項症～第4項症

音声機能障害 特別項症～第2項症
（咽頭摘出による障害に限る） 該当なし

上肢不自由 特別項症～第3項症 特別項症～第3項症

下肢不自由 特別項症～第6項症・第1款症～第3款症※ 特別項症～第3項症

体幹不自由 特別項症～第6項症・第1款症～第3款症※ 特別項症～第4項症

心臓･じん臓・呼吸器・ぼうこう
または直腸・小腸・肝臓機能障害 特別項症～第3項症 特別項症～第3項症

療育手帳 重度（Ａ） 重度（Ａ）

精神障害者保健福祉手帳 1級 1級

使用目的 特に問いません

もっぱら身体障害者等の通学･通院・通
所・通勤(生業)のため（誓約書が必要）
※「もっぱら」とは、７割程度身体障害者
などのために（身体障害者などが同乗し
て）使用していることです。

申  請  者 身体障害者など本人または代理人 運転者

※戦傷病者手帳の旧第 3款症は対象外です。
・減免できる軽自動車は、1人の身体障害者につき 1台です（普通自動車を含む）。
・複数の障害がある場合でも、原則として個々の障害の等級によって判断します。

必
要
な
書
類
は
、
各
手
帳
の
発
行
元
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
常
時
介
護
証
明
書
・
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳 

→ 

市
役
所
障
害
福
祉

課（
那
賀
分
庁
舎
）や
各
支
所　

▼
戦
傷

病
者
手
帳 

→ 

県
庁
福
祉
保
健
総
務
課

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳 

→ 

保

健
所

減
免
の
申
請
期
限

　

申
請
期
限
は
、
５
月
25
日

（水）
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
今
年
度
分
の
減
免
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
市
民
税
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
薬
物
は
人
生
を
狂
わ
せ
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

No Drugs !
０１    薬物を乱用すると
　覚せい剤などの薬物は、人間の精神や身体をボロボロにします。人が人とし
　て生活を営むことができなくなるだけでなく、死亡することもあります。

大麻樹脂（ハシュシュ）

MDMA

覚せい剤大麻

◉覚せい剤は、俗に「シャブ」「クスリ」「S（エス）」「スピ―ド」などと呼ばれ、
白色の粉末のものや無色透明の結晶のもの、錠剤型のものがあります。
◉大麻には、大麻草を乾燥させた乾燥大麻（マリファナ）、樹脂や若芽を
すりつぶして固めた樹脂（ハシュシュ）があります。
◉MDMAは、覚せい剤と似た化学構造を有する薬物で、植物からではな
く、化学薬品から合成された麻薬の一種です。

和歌山県警察本部  覚せい剤に関する相談

　073・425・4
し ろ い 粉

615   （専用番号）

薬物に関する

　相談は、こちらまで。

０２    薬物乱用の危険性
　薬物の乱用による幻覚・妄想が、殺人などの凶悪犯罪や交通事故を引き起
　こすことがあります。本人のみならず、周囲の人や、さらには社会全体に
　被害をおよぼしかねません。

０３    薬物に負けないために
　「一度だけ」という好奇心や遊びのつもりでも、薬物の依存性と耐性によっ
　て乱用する量や回数はどんどん増えていくという悪循環に陥り、自分の意
　志では止めることができなくなります。
　周囲の人から誘われても、勇気を持って断りましょう。

軽
自
動
車
税
の
減
免

薬
物
は
人
生
を
狂
わ
し
ま
す
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暮
ら
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の
情
報

24
年
３
月
30
日
ま
で
に
、

①
住
宅
ま
た
は
店
舗
付
住
宅
に

浄
化
槽
を
設
置
し
、
②
浄
化
槽

設
置
の
完
了
報
告
と
、
③
設
置

場
所
に
住
民
登
録
が
で
き
る
人

※
た
だ
し
、
次
に
当
て
は
ま
る

場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◎
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認

申
請
や
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
届

出
を
行
わ
ず
に
浄
化
槽
を
設
置

◎
店
舗
付
住
宅
の
住
宅
部
分
の

延
床
面
積
が
全
体
の
¹⁄₂
未
満

◎
販
売
ま
た
は
賃
貸
の
目
的
で

建
築
し
た
浄
化
槽
付
住
宅
や
共

同
住
宅
（
居
住
を
目
的
に
そ
の

住
宅
を
購
入
し
た
人
が
申
請
す

る
場
合
は
可
）

◎
住
宅
を
借
り
て
い
る
人
で
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
る

も
や
す
ご
み
袋
の
価
格

（
処
理
手
数
料
）の
変
更

　

市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例（
処
理
手
数
料
）

の
経
過
措
置
の
期
限
が
３
月
31

日
で
満
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
も
や
す
ご
み
専

用
袋（
青
色
）の
価
格（
処
理
手

数
料
）は
、各
サ
イ
ズ
と
も
、1

冊
１
５
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

店
頭
で
販
売
し
て
い
る
ご
み

袋（
青
色
の
み
）の
外
袋
に
は
、

差
額
手
数
料
納
付
済
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
い
ま
す
。

確
認
の
う
え
購

入
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
ご
み
袋
の
価
格
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
廃
棄
物
対
策

課
（
℡
64
・
０
５
３
０　

貴
志

川
分
庁
舎
）

生
活

住
所
が
変
わ
っ
た
場

合
は
必
ず
届
け
出
を

　

引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
る

人
や
、
世
帯
に
変
更
の
あ
っ
た

人
は
、
住
所
変
更（
登
録
）な
ど

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

住
民
登
録
は
、
住
ん
で
い
る

場
所
の
証
明
、
選
挙
の
投
票
、

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
、
住
民

税
や
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保

険
の
手
続
き
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
）
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
係

生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
費
を
補
助

　

生
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源

化
を
促
す
た
め
、
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
器
を
購
入
し
て
設
置

す
る
市
民
に
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
品
目
と
補
助
金
額

○
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
…
購

入
金
額
の
¹⁄₃（
上
限
３
万
円
）

○
生
ご
み
処
理
容
器
…
購
入
金

額
の
¹⁄₂（
上
限
２
千
円
）

※
補
助
の
条
件
や
申
請
に
必
要

な
も
の
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
衛
生
課
（
℡
64
・
２
５
２

５　

貴
志
川
分
庁
舎
）
ま
た
は

各
支
所
・
打
田
分
室

空
き
地
は
き
ち
ん
と

管
理
し
て

　

あ
き
地
管
理
に
関
す
る
苦
情

が
増
え
る
季
節
で
す
。
使
用
し

て
い
な
い
土
地
を
放
置
し
て
い

る
と
雑
草
な
ど
が
茂
り
、火
災
・

病
原
虫
発
生
の
原
因
と
な
り

ま
す
。あ
き
地
の
所
有
者（
管
理

者
）は
、周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
自
主
的
に
責
任
を

も
っ
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
衛
生
課

（
℡
64
・
２
５
２
５
）

浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
の
交
付

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
人
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
下
水
道
認
可
区
域
・
農
業
集

落
排
水
区
域
を
除
き
ま
す

■
補
助
金
額

　

５
人
槽
…
…
…
33
万
２
千
円 

　

６
～
７
人
槽
…
41
万
４
千
円

　

８
～
50
人
槽
…
54
万
８
千
円 

■
募
集
期
間
…
４
月
18
日

（月）
～

12
月
28
日

（水）　

先
着
順
で
、
予

算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

■
応
募
条
件
…
４
月
１
日
か
ら

※
浄
化
槽
の
埋
設
時
に
は
、
市

の
立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。

【
申
請
書
類
配
布
・
申
請
受
付
・

問
い
合
わ
せ
】環
境
衛
生
課（
℡

64
・
２
５
２
５
）ま
た
は
各
支
所

・
打
田
分
室

事
後
評
価
結
果
の
公

表「
名
手
駅
前
地
区
」

　

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

（
旧
称
・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
）「
名
手
駅
前
地
区
」
は
、

事
業
開
始
か
ら
５
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
事
業
完
了
に
向
け
、

実
施
過
程
の
評
価
や
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
、

都
市
計
画
課
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
都
市
計
画
課

（
℡
66
・
１
１
０
０　

桃
山
分

庁
舎
）

地
籍
調
査
の
登
記
完

了
地
域

　

名
手
上
の
一
部
地
域
、
桃
山

町
元
の
一
部
地
域
の
地
籍
調
査

の
成
果
に
基
づ
く
登
記
事
務
が

完
了
し
ま
し
た
。

完
了
し
た
地
域
の
字
名

■
名
手
上
（
那
賀
地
区
）
…
石

倉
、
徳
明
（
２
月
２
日
完
了
）

■
桃
山
町
元
…
上
嶋
、涌
田
、高

関
、
家
治
戸（
２
月
１
日
完
了
）

【
問
い
合
わ
せ
】
地
籍
調
査
課

（
℡
66
・
１
１
０
０　

桃
山
分

庁
舎
）

広
報
紀
の
川
の
配
布
は
毎
月
１
日
～
５
日
で
す
。
５
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、
配
布
委
託
業
者
㈱
ダ
イ
コ
ク
（
℡
０
１
２
０
・
６
０
・
３
９
１
２
）
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

（シール見本）

J-ALERT（全国瞬時警報システム）

      による緊急放送を４月から開始します。

J-ALERT（ジェイ ・アラート）は、 国（消防庁）か
ら送信された大地震や非常事態などの緊急情
報を、市の防災行政無線のスピーカーを通じ
て放送するシステムです。

J-ALERT で放送する情報
◉緊急地震速報（予測震度が 4 以上のとき）
　※直下型地震や震源が近い場合は、速報が
　　間に合わないことがあります。
◉武力攻撃事態等に関する国民保護情報 
　ゲリラやミサイルによる攻撃情報など

【問い合わせ】
危機管理消防課（℡ 77・2511　本庁南別館）

住宅用火災警報器
       既存住宅の設置期限は、５月 31日です。

住宅火災は毎年約 18,000 件発生し、1,000 人
以上が死亡しています。死亡原因の約 70％
は「逃げ遅れ」。住宅用火災警報器は、火災の
煙を感知して、火災をいち早く知らせます。

火災警報器の設置場所（義務）
◉寝室　◉階段（２階に寝室がある場合）
※寝室と階段には、「煙」を感知するタイプの
　警報器を設置してください。
※台所にもできる限り設置してください。
※悪質な訪問販売に注意してください。

【問い合わせ】
那賀消防組合消防本部予防課（℡ 61・1794）

【高齢者叙勲】（地方自治功労）
　　　旭日単光章／児野敏彦 （88）（打田）

 ●表彰
おめでとうございます（敬称略）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【平成 22 年度消防功労者定例表彰】
◉消防庁長官表彰（永年勤続功労章）
　　　　　岡山榮樹（貴志川消防団）
◉和歌山県知事表彰
　○表彰旗…粉河消防団
　○永年勤続功労章
　　　　　岡本和夫（那賀消防団）
　　　　　山野正典（貴志川消防団）
◉和歌山県知事感謝状（退職消防団長）
　　　　　和田政実（元打田消防団）
◉和歌山県消防協会総裁表彰（功績章）
　　　　　東　康義（那賀消防団）
　　　　　福浦　孝（貴志川消防団）
　　　　　森本俊弘（貴志川消防団）
◉日本消防協会長表彰
　○竿頭綬　桃山消防団
　○勤続章（30 年）
　　　　　橋本和秀（打田消防団）
　　　　　樂得修一（打田消防団）
　　　　　佐田政彦（打田消防団）
　　　　　谷　充夫（粉河消防団）
　　　　　西　 （粉河消防団）
　　　　　佐古富男（那賀消防団）
　　　　　橋口　順（桃山消防団）
　　　　　多和本髙明（桃山消防団）
　　　　　西村徳治（貴志川消防団）

案
内

生
活
・
案
内

　東北地方太平洋沖地震の
　緊急災害募金にご協力を。
３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震の被害
を支援するため、市民課窓口（市役所本庁１階）や、
各支所窓口に義援金箱を設置しています。
緊急災害募金にご協力をお願いします。

【問い合わせ】総務課（℡77・2511　本庁）

広告主を募集しています
あなたのお店を広報紀の川で PR しませんか（有料）

有料広告
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し
の
情
報

　　

（火）
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
自

己
が
所
有
し
て
い
る
土
地
や
家

屋
の
価
格（
評
価
額
）を
他
と
比

較
し
、
適
正
か
ど
う
か
確
認
で

き
ま
す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

…
自
己
所
有
の
固
定
資
産
に
つ

い
て
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
額

や
課
税
標
準
額
な
ど
を
記
載
し

た
も
の
で
、
市
民
税
課
・
支
所

な
ど
で
４
月
１
日

（金）
～
５
月
31

日
（火）
ま
で
は
無
料
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
以
降
は
１
件
200

円
）。
ま
た
、
記
載
事
項
の
証

明
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す

（
１
件
200
円
）。

農
業
振
興
地
域
制
度

　

今
後
お
お
む
ね
10
年
以
上
農

地
と
し
て
農
業
の
振
興
を
図
っ

て
い
こ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

を
、「
農
業
振
興
地
域
農
用
地
」

と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
地
域
農
用
地
は
、

農
業
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。住
宅
・
店

舗
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
な
ど
に

す
る
場
合
は
、
農
業
振
興
地
域

農
用
地
か
ら
の
除
外
（
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
）
手

続
き
を
し
て
か
ら
、
農
地
転
用

の
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
振
興
地
域
農
用
地
へ
編

入
す
る
場
合
も
、
計
画
の
変
更

が
必
要
で
す
。

■
整
備
計
画
の
変
更
申
出
書

　

法
改
正
な
ど
に
よ
り
、
整
備

案
内

計
画
変
更
申
出
書
な
ど
の
様
式

を
変
更
し
ま
し
た
（
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
）。
ま
た
、
提
出
期
間
は

１
・
５
・
９
月
の
１
日
～
15
日
に

な
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
農
業
振
興
課

（
℡
73
・
３
３
１
１　

粉
河
分

庁
舎
）

環
境
保
全
型
農
業　

直
接
支
援
制
度

　

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多

様
性
保
全
な
ど
に
効
果
の
高
い

営
農
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対

し
、
交
付
金
を
支
払
い
ま
す
。

※
支
援
対
象
の
取
組
み
は
、
農

業
振
興
地
域
内
の
農
地
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。

■
対
象
…
次
の
①
②
の
要
件
を

満
た
し
、
販
売
を
目
的
に
生
産

を
行
う
農
業
者
や
集
落
営
農

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を

受
け
て
い
る

②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点

検
を
行
っ
て
い
る

■
支
援
対
象
の
取
り
組
み
…
次

の
Ⓐ
～
Ⓓ
の
要
件
の
う
ち
、
１

つ
以
上
を
満
た
す
こ
と

Ⓐ
化
学
肥
料
、化
学
合
成
農
薬
の

５
割
低
減
＋「
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ

プ
の
作
付
（
主
作
物
の
栽
培
期

間
の
前
後
の
い
ず
れ
か
に
緑
肥

な
ど
を
作
付
け
す
る
取
組
み
）」

Ⓑ
化
学
肥
料
、化
学
合
成
農
薬
の

５
割
低
減
＋「
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ

（
主
作
物
の
畝
間
に
麦
類
や
牧

草
な
ど
を
作
付
け
す
る
取
組

固
定
資
産
の
内
容
を

確
認
で
き
ま
す

　

平
成
23
年
度
の
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

■
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
…
市
内
の
土
地
・
家

屋
の
価
格（
評
価
額
）な
ど
を
記

載
し
た
も
の
で
す
。
市
民
税
課

で
、
４
月
１
日

（金）
～
５
月
31
日

■
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
…

市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て

い
る
納
税
者
ま
た
は
そ
の
代
理

人
や
納
税
管
理
人
（
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
）。

　

窓
口
で
来
庁
者
の
本
人
確
認

を
行
い
ま
す
の
で
、
身
分
証
明

書（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証

な
ど
）を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、土
地
や
家
を
借
り
て

い
る
人
も
、賃
貸
借
契
約
書
な

ど
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、閲
覧
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
税
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

老
人
医
療
制
度

■
対
象
…
67
～
69
歳
の
人
で
、

家
族
全
員
が
市
県
民
税
非
課
税

の
世
帯
。
※
前
年
の
収
入
が

１
人
世
帯
100
万
円
、
２
人
世
帯

140
万
円
な
ど
の
制
限
や
扶
養
、

資
産
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
内
容
…
保
険
診
療
分
の

自
己
負
担
分（
３
割
）の
う
ち
２

割
を
助
成

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課

高
齢
者
医
療
係
（
℡
77
・
２
５

１
１　

本
庁
）

み
）ま
た
は
草
生
栽
培（
園
地
に

麦
類
や
牧
草
な
ど
を
作
付
け
す

る
取
組
み
）」

Ⓒ
化
学
肥
料
、化
学
合
成
農
薬
の

５
割
低
減
＋「
冬
期
湛
水
管
理

（
冬
期
間
の
水
田
に
水
を
張
る

取
組
み
）」

Ⓓ
有
機
農
業
（
化
学
肥
料
や
農

薬
を
使
用
し
な
い
取
組
み
）

【
注
意
】
化
学
肥
料
、
化
学
合

成
農
薬
の
５
割
低
減
は
、
地
球

温
暖
化
防
止
効
果
な
ど
の
高
い

技
術
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の

み
有
効
で
す
。
ま
た
、
原
則
と

し
て
、
土
づ
く
り
・
化
学
肥

料
低
減
技
術
・
化
学
合
成
農
薬

低
減
技
術
の
一
体
的
な
導
入
を

内
容
と
す
る
計
画
（
持
続
農
業

法
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
計

画
）
に
則
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
支
援
単
価
…
８
千
円
／
10
ａ

【
問
い
合
わ
せ
】
農
業
振
興
課

（
℡
73
・
３
３
１
１
）

税
金

　　

◉夜間休日の納税・相談窓口
◎木曜の夜間（午後８時まで、祝日をのぞく）
◎第２日曜（午前９時～午後０時30分）
に納付・納税相談窓口（本庁収税課・市民税課・国保年金課）
を開設しています。

（国保税、固定資産税・都市計画税、市県民税、軽自動車税）
平日や昼間に来庁できない人は、利用ください。

暮
ら
し
の
情
報

Life Guide

   市税滞納者の差押財産を
    Yahoo!官公庁オークションで公売
23年度 第１回インターネット公売を開催します。
◎参加申し込み�４月11日月13：00 ～４月25日月23：00
◎入札期間���５月６日金13：00 ～５月８日日23：00
◎売却決定日時�５月９日月10：00
◎代金納付期限�５月16日月14：30

公売財産下見会
◎と　き�４月19日火10：00  ～ 16：00
◎ところ�本庁南別館２階相談室（小）
※施錠しています。先に収税課（本庁1階）へお越しください。

参加条件や手続き方法など�ガイドラインなどを厳守でき
る20歳以上の人が対象です。くわしくはYahoo!官公庁オー
クションのヘルプや、公売ガイドラインを確認ください。
※22年度第４回の公売結果は、広報５月号で報告します。

【問い合わせ】収税課（℡77・2511　本庁）

市
営
駐
車
場
の
利
用

申
し
込
み

　

JR
粉
河
駅
前
の
市
営
駐
車
場

の
利
用
申
し
込
み
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
駐
車
場
の
場
所

　

❶
粉
河
１
５
１
４
の
４

　

❷
粉
河
８
２
６

■
利
用
料
…
月
５
，１
０
０
円

■
受
付
場
所
…
紀
の
川
市
商
工

会
（
粉
河
８
７
８
の
２　

粉
河

駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー
西
）

■
受
付
時
間
…
平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
３
時
ま
で

※
申
し
込
み
を
す
る
場
合
、
事

前
に
紀

の
川
市

商
工
会

に
問
い

合
わ
せ

て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
商

工
会
（
℡
73
・
５
０
７
９
）
／

政
策
調
整
課
（
℡
77
・
２
５
１

１　

本
庁
南
別
館
）

　　
◉納期限のお知らせ　５月２日 月
◎市県民税・普通　随期
　　　　（問収税課・市民税課   ℡77・2511）
◎国民健康保険税　随期
　　　　（問収税課・国保年金課   ℡77・2511）
◎後期高齢者医療保険料    随期
　　　　（問国保年金課   ℡77・2511）
◎介護保険料　随期
　　　　（問高齢介護課   ℡75・5328）

福
祉

防災対策充実事業の

臨時職員を募集
失業者に対し、次の雇用までの短期の雇用機会を
創出します（緊急雇用対策事業）。

■採用予定人員�１人

■職務内容�パソコン（エクセル・ワード）を使った
文書や表の作成、その他一般事務。

■申し込み（採用）資格や条件
①雇い入れ時点で失業者②普通自動車免許を所有
③パソコン操作の基本的な知識や技術がある④雇
用期間（３か月間）を通して業務に従事できる   など

■申し込み受付期限�４月15日金午後５時まで

■申し込み用紙の交付場所�危機管理消防課、各
支所（出張所）、ワークプラザ岩出（ハローワーク）

■試験日／試験場所／試験内容
　４月 20 日（水）／本庁南別館／面接試験

■その他（採用後の勤務条件など）
○勤務は、５月１日～７月 31 日までの３か月間
○土・日・祝日を除く週５日勤務で、勤務時間は
午前８時 45 分～午後５時 30 分です。
○賃金は日額 6,000 円。通勤手当や健康保険・厚
生年金保険などもあります。

【問い合わせ】
危機管理消防課（℡ 77・2511　本庁南別館）

募
集

案
内
・
税
金
・
福
祉
・
募
集

◉
７
月
24
日
、テ
レ
ビ
は
地
デ
ジ
へ
完
全
移
行
…
地
デ
ジ
化
に
つ
い
て
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
）へ
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】
デ
ジ
サ
ポ
和
歌
山
（
℡
０
７
３
・
４
０
３
・
４
１
４
１　

９
時
～
21
時
／
土
・
日
・
祝
は
18
時
ま
で
）

N

国道24号

粉河駅

粉河税務署
紀の川市
　  商工会

①

②
バス停

バス停

バス停



暮
ら
し
の
情
報
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な
書
類
や
行
事
チ
ラ
シ
を
印
刷

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
申
請

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
用
紙
は

各
団
体
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
）。
く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

地
域
振
興
課（ 

℡
77
・
０
８
９

４　

本
庁
南
別
館
）

桃
源
大
学
の
受
講
生

募
集

　

仲
間
を
作
っ
て
一
緒
に
桃
源

大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
…
桃
山
町
在
住
の
60
歳

以
上
の
人

■
内
容
…
年
５
回（
健
康
講
座
・

暮
ら
し
に
役
立
つ
講
座
・
歴
史

講
座
・
料
理
教
室
・
施
設
見
学

な
ど
）
※
受
講
料
は
無
料
で
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
募
集

　

市
内
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」、「
市
民
活
動

団
体
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」

（
以
下
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
）
で
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
希
望

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
指
定

の
登
録
票
と
必
要
書
類
（
事
業

計
画
書
・
事
業
報
告
書
）
を
地

域
振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

登
録
票
は
地
域
振
興
課
や
各

支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
本
庁
の
印
刷

機
を
使
用
し
て
、
活
動
に
必
要

が
、
実
費
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
…
４
月
５
日

（火）
～

28
日

（木）
ま
で
に
、
桃
山
会
館
へ

電
話
で
申
込
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

桃
山
会
館（
℡
66
・
２
２
８
８
）

紀
の
川
市
政
バ
ス　

（
団
体
募
集
）

　

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
を
見

学
し
ま
す
。

■
対
象
…
市
内
の
15
人
～
25
人

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

■
募
集
団
体
数
…
３
団
体

■
申
し
込
み
…
官
製
は
が
き
に

団
体
名
、代
表
者
、住
所
、電
話
番

号
と「
市
政
バ
ス
参
加
希
望
」と

明
記
し
、広
報
広
聴
課（
住
所
は

裏
表
紙
下
部
参
照
）に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
５
月
13
日

（金）
必

着
で
す
。（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

広
報
広
聴
課
（
℡
77
・
２
５
１

１　

本
庁
）

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

（
龍
門
の
社
寺
巡
り
）

■
と
き
…
４
月
24
日

（日）
午
前
９

時
受
付
／
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

（
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
）

■
集
合
場
所
…
粉
河
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー　

屋
外
ス
テ
ー
ジ
前

広
場

■
歩
行
コ
ー
ス
…
粉
河
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー（
ス
タ
ー
ト
）→
龍

門
橋
→
河
南
緑
地
公
園
→
楠
神

大
権
現
・
円
福
寺
→
住
吉
神
社

→
九
頭
神
社（
昼
食
）→
新
龍
門

橋
→
粉
河
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

（
ゴ
ー
ル
）（
約
11
㎞
）

■
持
ち
物
…
弁
当
・
水
筒
・
雨
具

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

直
接
集
合
場
所
に
来
て
く
だ
さ

い
。
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会　

事
務
局

西
山
（
℡
75
・
２
４
０
３
）

西
貴
志
コ
ミ
セ
ン
の

天
文
台
観
望
会

テ
ー
マ
『
土
星
』

　

土
星
と
言
え
ば
美
し
い
環
で

す
。
今
年
は
ど
の
よ
う
に
見
え

募
集
・
催
し

防
災
・
防
火
の
研
修
や

訓
練
を
し
ま
せ
ん
か

　

市
職
員
や
消
防
職
員
が
、
講

師
と
し
て
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ

へ
出
向
き
ま
す
。

■
研
修
・
訓
練
の
内
容

①
防
災
研
修
（
家
庭
や
地
域
の

防
災
な
ど
）
②
防
火
研
修
（
消

火
器
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な

ど
の
火
災
予
防
）
③
防
災
・
防

火
訓
練
（
救
出
・
救
護
、
初
期

消
火
な
ど
）

■
対
象
…
市
内
の
お
お
む
ね
10

人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

■
申
し
込
み
…
①
②
は
希
望
日

の
５
週
間
前
ま
で
、
③
は
８
週

間
前
ま
で
に
、
危
機
管
理
消
防

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
危
機
管
理
消

防
課
（
℡
77
・
２
５
１
１　

本

庁
南
別
館
）

募
集

日
曜
消
防
講
座

■
消
防
車
ふ
れ
あ
い
講
座
…
消

防
車
の
乗
車
体
験
な
ど
を
し
な

が
ら
火
災
予
防
を
学
び
ま
す

と
き
…
５
月
１
日
・
６
月
５
日

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
…
幼
児
と
保
護
者

■
普
通
救
命
講
座
…
救
命
に
必

要
な
技
術
を
マ
ス
タ
ー

と
き
…
４
月
17
日
・
５
月
15
日
・

６
月
19
日
／
午
前
９
時
～
正
午

対
象
…
中
学
生
以
上

■
お
こ
の
み
講
座
…
受
講
者
の

要
望
に
応
じ
ま
す

と
き
…
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜

日
の
午
後

【
開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ
】

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

（
℡
61
・
７
２
５
９
）

地
震
防
災
に
関
す
る

啓
発
標
語
を
募
集

■
対
象
…
中
学
生
以
上

■
応
募
方
法
…
は
が
き
１
枚
に

標
語
３
点
以
内
を
記
入
、
郵
便

番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
那

賀
消
防
本
部
へ
（
〒
649

－

６
２

１
５　

岩
出
市
中
迫
１
５
４
）

■
締
め
切
り
…
６
月
30
日
必
着

※
最
優
秀
賞（
１
点
）に
は
賞
状

と
副
賞
２
万
円
を
進
呈
。
そ
の

他
に
も
賞
が
あ
り
ま
す
。

【
前
回
の
最
優
秀
作
品
】「
防
災

は 

地
域
の
共
助
と
自
助
努
力
」

【
問
い
合
わ
せ
】
那
賀
消
防
本

部
防
災
セ
ン
タ
ー
（
℡
61
・

７
２
５
９
）

国
税
専
門
官
の
採
用

試
験

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人
な
ど
を
対
象
に
、
４

月
14
日

（木）
ま
で
、
受
験
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
験
資
格
な
ど
、
く
わ
し
く
は

　　

市営住宅入居者募集（４戸）

◉下野井改良住宅（名手市場）�２階、３階各１戸
　間取り�３Ｋ、水洗トイレ（S.49 築）
　家賃�13,300 円～ 26,100 円（所得による）
◉中野井改良住宅（名手市場）�２階建１戸
　間取り�３Ｋ、作業室、水洗トイレ（S.52 築）
　家賃�17,300 円～ 34,000 円（所得による）
◉中野井公営住宅（名手市場）�２階建１戸
　間取り�３Ｋ、水洗トイレ（S.49 築）
　家賃�9,500 円～ 18,600 円（所得による）
※敷金は家賃の３か月分です。
※フロ・給湯器は、入居者が設置してください。

申し込み用紙配布���４月 11 日月 ～ 28 日木
　住宅管理課（桃山分庁舎２階）や各支所で配布
申し込み受付期間���４月 18 日月 ～ 28 日木
　住宅管理課でのみ受け付け
申し込み資格�①～⑥すべてを満たすこと
　①市内に住所または勤務場所がある
　②同居または同居しようとする親族がいる※
　③収入が公営住宅法などに規定する基準内
　④住宅に困窮している
　⑤市税等を滞納していない
　⑥申込者も同居人も暴力団員でない
　※昭和 31 年４月１日以前生まれの人や障害者
　などは、単身での入居が認められます。

【問い合わせ】住宅管理課（℡66･1100　桃山分庁舎）

　　
第４回紀の川市
スポーツ少年団交流会
バレーボール競技（�/�0）

女子の部
優　勝　　麻生津バレーボールチーム
第３位　　貴志川バレーボールチーム
　　　　　竜門バレーボールチーム

大会
結果

問
い
合
わ
せ
る
か
国
税
庁
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
大
阪
国
税

局
人
事
第
二
課
試
験
係
（
℡

０
６
・
６
９
４
１
・
５
３
３
１
）

／
粉
河
税
務
署
総
務
課
（
℡

73
・
３
３
０
１
）

紀の川フォトクラブ、打田写真
クラブ、貴志川写友会の会員
40 人による、四季折々の風景
や花などの写真、80 作品を展
示します。

■とき
４月15日（金）～17日（日）
午前９時～午後５時
※最終日は午後４時まで

■ところ�粉河ふるさと
　センター小ホール

【問い合わせ】
土井（℡77・3634）

第３回
紀の川市合同  写真展

催
し

る
で
し
ょ
う
か
。
月
明
か
り
も

あ
り
ま
せ
ん
の
で
春
の
星
座
も

ゆ
っ
く
り
眺
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
と
き
…
４
月
23
日

（土）
午
後
８

時
～
９
時
（
天
候
不
順
の
場
合

は
中
止
）　

■
と
こ
ろ
…
西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
定
員
…
20
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
。

■
参
加
費
…
一
般
200
円
／
高
校

生
以
下
100
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー（
℡
65
・
２
２
１
１
）へ
事
前

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
月
・
火
・
祝
日
休
館
）

広告
広
報
紀
の
川
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
あ
な
た
の
お
店

の
宣
伝
を
し
ま
せ
ん
か
。

広
報
広
聴
課（
℡
77
・
０
８
１
３
）

◉
東
北
太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
に
伴
い
、４
月
29
日
に
予
定
し
て
い
た
葛
城
高
原
祭
は
中
止
し
ま
す
。【
問
い
合
わ
せ
】林
務
課（
℡
73
・
３
３
１
１  

粉
河
分
庁
舎
）
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青
年
海
外
協
力
隊
員
・
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
の
結
果

��

し
た
仕
事
に
就

く
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
収
入
の
増
加
な
ど
生
活

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
活

と
密
着
し
た
非
常
に
重
要
な
問

題
な
の
で
す
。

　

滞
在
期
間
中
は
、
現
地
の
人

と
同
じ
生
活
を
送
る
た
め
、
現

地
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。「
現

地
の
住
民
に
何
か
を
教
え
る
の

で
は
な
く
、
様
々
な
話
し
合
い

が
で
き
る
人
間
関
係
を
築
き
、

現
地
の
住
民
と
一
緒
に
何
が
で

き
る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

自
分
が
行
く
こ
と
で
、
現
地
の

住
民
の
選
択
肢
や
き
っ
か
け
が

ひ
と
つ
で
も
増
え
れ
ば
う
れ
し

い
。
こ
の
活
動
は
自
分
に
と
っ

て
も
勉
強
で
す
」
と
意
気
込
み

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

心ひとつに、つないだタスキ

野田周吾さん（3.0㎞） 新宅由佳さん（1.7㎞）

第１区
第２区

～ジュニア駅伝～

居谷美都紀さん（1.6㎞）越田陽菜さん（1.9㎞）家永知生さん（2.2㎞）磯部彩乃さん（1.4㎞）

第４区
第３区

第６区

区間
第３位

第５区

有松　憧さん（1.7㎞） 川口智衣さん（2.5㎞） 山根昂希さん（2.0㎞） 福本有杜さん（3.1㎞）

第９区
第10区

第８区

区間
第３位

区間
第２位

第７区

　２月 20 日、和歌山市で開催された第 10 回和歌山

県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会。紀の川市チー

ムの選手たちは、タスキをつなぎ、精一杯にゴール

を目指した結果、総合４位入賞を果たしました。

おめでとう
総合４位入賞
タイム：１時間10分53秒（チーム新記録）

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ペ
ル
ー
に
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 
 

森
端 

修
平 

さ
ん

　

平
成
23
年
３
月
末
か
ら
、
環

境
教
育
分
野
の
青
年
海
外
協
力

隊
員
と
し
て
、
南
米
・
ペ
ル
ー
・

フ
ェ
レ
ニ
ャ
フ
ェ
市
に
２
年
間

滞
在
予
定
の
森
端
修
平
さ
ん

（32）
。

　

高
校
卒
業
後
、
ア
ジ
ア
や
中

東
の
約
30
か
国
を
旅
し
、
貧
困

や
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
中
で
生

活
す
る
人
々
に
出
会
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
経
済
的
に
貧
し
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
親
切
に
し
て

く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。「
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
恩

返
し
を
し
た
い
」
旅
行
が
終
わ

る
頃
に
は
、
そ
う
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
旅
の
途
中
で
、
各
国
で

働
く
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
も

出
会
い
ま
し
た
。
開
発
途
上
国

に
お
い
て
、
様
々
な
職
種
で
技

術
協
力
を
行
う
協
力
隊
員
の
役

割
と
は
一
体
何
な
の
か
、
う
ま

く
イ
メ
ー
ジ
を
掴
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

自
分
も
協
力
隊
員
と
し
て
働
い

て
み
れ
ば
、
そ
の
役
割
を
理
解

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
派
遣
中
に

自
分
自
身
が
何
か
を
学
び
、
い

つ
か
そ
れ
を
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
地
元
に
還
元
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、「
環
境
教
育
」

と
い
う
職
種
を
選
び
、
青
年
海

外
協
力
隊
に
応
募
を
し
ま
し
た
。

現
地
の
住
民
と
一
緒
に

考
え
る　

　

派
遣
先
の
フ
ェ
レ
ニ
ャ
フ
ェ

市
役
所
で
は
、
観
光
環
境
部
に

所
属
し
、
住
民
の
環
境
意
識
の

向
上
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

ゴ
ミ
の
分
別
を
し
な
い
な
ど
環

境
へ
の
意
識
が
低
い
た
め
、
特

に
ゴ
ミ
へ
の
意
識
の
啓
発
・
啓

蒙
す
る
こ
と
を
派
遣
先
か
ら
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
環
境
問
題
と
い
う
と

「
エ
コ
や
ゴ
ミ
の
再
利
用
な
ど
」

が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
開
発

途
上
国
の
環
境
問
題
は
、
衛
生

や
健
康
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま

す
。
環
境
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
で
、
健
康
を
維
持
し
、
安
定

República del Perú

フェレニャフェ

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
の
撮
影
は
、和
歌
山
市
、海
南
市
、有
田
市
、御
坊
市
、田
辺
市
、岩
出
市
、紀
美
野
町
、有
田
川
町
、日
高
町
、河
内
長
野
市
の
自
治
体
広
報
担
当
者
に
も
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　青年海外協力隊とは

　独立行政法人国際協力機構（JICA）
が行う海外ボランティア派遣制度。開
発途上国の要請に基づき、２年間派
遣される。現地の住民と共に生活を
しながら、農林水産・保健衛生・教
育文化や行政などの８部門 120 種類
以上の職種で技術協力を行う。

　青年海外協力隊員として活動

● ペルー共和国の概況

▼面　積　129 万 k㎡（日本の約 3.4 倍）

▼人　口　約 2,850 万人 （2008年）

▼公用語　スペイン語（他にケチュア語、アイマラ語など） 

▼その他　インカの遺跡「マチュ・ピチュ」、インカ帝国時
　　　　　代の首都「クスコ」や「ナスカ地上絵」などの世
　　　　　界遺産が存在する。
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↓市役所の電話番号案内（8：45 ～ 17：30）

■市役所本庁　℡ 77・2511
税金、住民票、戸籍、印鑑登録、国民健康
保険、国民年金、健康診断、母子手帳、地
域巡回バス、国勢調査、入札など

■粉河分庁舎　℡ 73・3311
農業、林業、観光、商業など

■水道部事務所　℡ 74・1181（水道総務課）

■鞆渕出張所　℡ 79・0001

■那賀分庁舎　℡ 75・3111
保育所、子育て教室、介護保険、介護予防、
障害者手帳、那賀地区のし尿収集など

■桃山分庁舎　℡ 66・1100
道路、河川、開発、市営住宅、下水道、地
籍調査など

■貴志川分庁舎　℡ 64・2525
小・中学校、幼稚園などの教育関係、成人
式、文化財、青少年健全育成、生涯スポーツ、
浄化槽、飼い犬、ごみに関することなど

ごみ（廃棄物対策課℡ 64・2525）
■粗大ごみの収集依頼
■打田美化センター
■粉河クリーンセンター
■那賀アメニティセンター
■貴桃クリーンセンター

生涯学習・生涯スポーツ
■生涯学習課
■生涯スポーツ課
■打田生涯学習センター
■粉河ふるさとセンター
■那賀総合センター
■桃山会館
■貴志川生涯学習センター

℡ 64・0530
℡ 77・4804
℡ 73・5705
℡ 75・4001
℡ 67・0022

℡ 64・9163
℡ 64・9164
℡ 77・3140
℡ 73・3312
℡ 75・2221
℡ 66・2288
℡ 64・2273

困ったときの

相談
県民相談・交通事故相談などは「県民の友」
を見てください。また、社会福祉協議会が
行う心配ごと相談などは「福祉きのかわ」
を見てください。
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困
っ
た
と
き
の
相
談

暮
ら
し
の
情
報

病院・警察・消防署の電話番号

■公立那賀病院

■那賀休日急患診療所

■鞆渕診療所

■岩出警察署

■〃打田交番

■〃南中警察官駐在所

■〃粉河幹部交番

■〃長田警察官駐在所

■〃龍門警察官駐在所

■〃鞆渕警察官駐在所

■〃那賀交番

■〃安楽川警察官駐在所

■〃調月警察官駐在所

■〃貴志川交番

■那賀消防組合本部

■岩出保健所

℡ 77・2019

℡ 77・6410

℡ 79・0009

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 77・3041

℡ 73・2054

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 79・0017

℡ 75・2066

℡ 66・0012

℡ 66・0629

℡ 63・0110

℡ 61・0119

℡ 63・0100

弁
護
士
相
談

■
紀
の
川
市
弁
護
士
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

５
月
11
日

（水）
午
後
1
時
30
分
～

貴
志
川
分
庁
舎
２
階
応
接
室

（
電
話
予
約
が
必
要　

先
着
５
人
）

予
約
受
付
開
始
…
４
月
27
日

（水）
午
前

９
時
～

行
政
相
談

■
紀
の
川
市
行
政
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
員
が
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
ど
の
会
場

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
4
月
12
日

（火）
午
後
１
時
～
３
時

　

貴
志
川
分
庁
舎
１
階
相
談
室

○
４
月
13
日

（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議
室

○
４
月
20
日

（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

本
庁
南
別
館
２
階
相
談
室

人
権
相
談

■
紀
の
川
市
人
権
相
談

℡
77
・
０
８
５
５
（
人
権
啓
発
推
進

課
直
通
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
が
人
権
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
ど
の
会

場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
４
月
13
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議
室

○
５
月
11
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

○
市
内
一
斉
特
設
人
権
相
談

　

６
月
１
日

（水）
午
後
１
時
～
４
時
ま

で
、
市
内
５
会
場（
古
和
田
会
館
、

粉
河
分
庁
舎
、
那
賀
総
合
セ
ン

タ
ー
、
桃
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

貴
志
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
一

斉
に
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も

■
市
役
所
子
育
て
支
援
課
の
家
庭
児

童
相
談

℡
75
・
５
３
０
７
（
那
賀
分
庁
舎
内
）

平
日
の
午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時

30
分

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

に
関
す
る
相
談

℡
66
・
０
４
０
４
（
桃
山
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

℡
75
・
２
３
３
１
（
那
賀
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

■
子
ど
も
（
18
歳
未
満
）
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
５
３
１
２（
県
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　
■
発
達
障
害
に
関
す
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
１
３
・
３
２
０
０
（
和

歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ポ
ラ
リ
ス
）
水
曜
を
除
く
平
日
の

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４

時
、
水
曜
は
午
後
の
み

■
小
児
成
育
医
療
支
援
室

℡
０
７
３
・
４
４
１
・
０
８
２
６（
県
立

医
科
大
学
小
児
成
育
医
療
支
援
室
）

　

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
、
子
育
て

の
悩
み
、
学
校
で
の
問
題
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
5
時

※
休
日
の
小
児
医
療
電
話
相
談
と
、

夜
間
・
休
日
の
病
院
案
内
は
、６
ペ
ー

ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者

■
紀
の
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
78
・
３
３
１
４　

打
田

℡
73
・
６
０
６
０　

粉
河

℡
75
・
３
６
０
１　

那
賀

℡
66
・
３
０
１
３　

桃
山

℡
64
・
０
３
３
１　

貴
志
川

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

30
分

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
健
康
の
維
持
、
向
上
や
安
心

で
き
る
生
活
の
た
め
の
支
援
を
し
ま

す
。

こ
こ
ろ
・
か
ら
だ

■
障
害
者
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
７
３
１
４（
県
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

身
体
や
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
こ
う
の
と
り
相
談（
面
接
相
談
）

℡
61
・
０
０
４
９
（
岩
出
保
健
所
）

　

産
婦
人
科
医
師
が
不
妊
相
談
に
応

じ
ま
す（
要
予
約
）。

■
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
に
関
す

る
相
談
と
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に

関
す
る
相
談

℡
78
・
２
８
０
８
（
麦
の
郷　

紀
の

川
・
岩
出
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

■
難
病
に
関
す
る
相
談

℡
77
・
５
１
６
１
（
難
病
連
家
族
会

き
ほ
く
）

平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

℡
61
・
０
０
２
１
（
岩
出
保
健
所
）

　

精
神
科
医
と
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

女
性

■
女
性
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
２
４
６

（
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
）

○
面
接
相
談
は
、
月
～
土
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分（
予
約
必
要
）

○
電
話
相
談
は
午
後
８
時
30
分
ま
で

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
７
９
３（
県
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

○
電
話
相
談
は
、
毎
日
午
前
9
時
～

午
後
9
時
30
分

○
面
接
相
談
は
、
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
5
時
45
分（
電
話
予
約
必
要
）

就
職

■
巡
回
職
業
相
談　

４
月
19
日

（火）

　

相
談
員
が
就
職
相
談
に
応
じ
ま
す
。

井
阪
文
化
会
館
（
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分
）
／
那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

（
午
後
１
時
～
２
時
）
／
古
和
田
会

館
（
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分
）

【
問
い
合
わ
せ
】
商
工
観
光
課
（
℡

73
・
３
３
１
１
）

■
障
害
者
の
就
職
相
談

℡
61
・
６
３
０
０
（
岩
出
紀
の
川
障

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）
要
予
約

　

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
障
害
者
を

対
象
に
、
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
の

午
後
に
那
賀
分
庁
舎
１
階
相
談
室
で

相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
職
業
相
談　

紀
の
川
ワ
ー
ク
サ
ロ

ン
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
歌
山
）

℡
65
・
３
４
３
５

豊
富
な
経
験
を
持
つ
職
業
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

消
費
生
活

■
紀
の
川
く
ら
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

架
空
請
求
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契

約
の
解
消
）
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

℡
73
・
３
４
６
８
（
粉
河
分
庁
舎
３

階　

く
ら
し
の
窓
口
）

毎
週
水
曜
の
午
後
１
時
～
３
時

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
、
消
費

者
問
題
の
相
談

○
℡
73
・
３
４
６
８
（
粉
河
分
庁
舎

３
階
）
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
午

後
１
時
～
４
時

相
談
の
ペ
ー
ジ
の「
平
日
」と
は
、
祝
日
を
除
く
月
曜
日
～
金
曜
日
の
こ
と
で
す
。

La Festa
　Primavera 2011
　本格的な C

ク ラ シ ッ ク

lassic C
カ ー

ar R
レ ー ス

ace、「L
ラ

a F
フ ェ ス タ

esta 
M
ミ ッ レ

ille M
ミ リ ア

iglia」の姉妹イベントの「L
ラ

a F
フ ェ ス タ

esta 
P
プ リ マ ベ ラ

rimavera」が、関西地方を中心に開催さ
れます。約 60台の Classic Carが、近 畿 ２
府４県を４日間かけて 1000 マイル走行
します。※交通規制はありません
■とき�４月 16 日（土）
■通過ルート�根来寺（13：30頃から順次
出発）～（広域農道橋本岩出線）～（県道
127号中尾名手市場線）～高野山方面

【問い合わせ】商工観光課（℡73・3311）

ⓒ片岡一史

　　

花いっぱい運動
　　   の補助金を、予算内で交付します。

■対象�「花いっぱい運動」に協力いただける、５人以
上で組織するグループや自治会や団体。年２回以上の花
の植え替えができるなどの条件があります。
■花を植える場所�公園など、多くの人が観賞できる場所
■申請�４月11日（月）～５月６日（金）の間に、地域振興
　課に備え付けの申請書で申請ください。

■補助内容
❶花壇の場合、１㎡あたり11ポット（660円）を年２回分。肥料代として、
　50㎡まで500円、100㎡まで1,000円、100㎡以上は1,500円を加算（年額）
❷プランターの場合、1 基につき３ポット（180円）を年２回分。肥料代
　として、300円を加算（年額）
※花苗は１ポット 60 円で換算。
※補助上限額は、花壇が 100,000 円、プランターが 7,500 円です。
※申請団体数が多数の場合、補助金額を減額する場合があります。

【申し込み・問い合わせ】地域振興課（℡77・0894　本庁南別館）
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■春を呼ぶ「紀の川流し雛」　3/3

　春らしい陽気の中、粉河地区の中津川で、「紀の
川流し雛」が行われました。お姫様役の島田早紀さ
んが、子どもの健やかな成長を願い、雛人形を川に
流しました。参加した保育園児や小学生たちは、手
作りの雛人形を川に流し、「やった～流れた～」と
満面の笑顔。粉河の久馬さんは、「少子化が進んで
いる今、このように子どもが参加できる行事は大切
ですね。紀の川流し雛がこれからも長く続いて、全
国的に有名になればうれしい」と話してくれました。

■早く大きくなあれ　2/22　

　中尾地区の成高峯で、上名手小学校の４・５年生が紅葉を植える作業を行いました。
これは森林整備のため、和歌山県の「紀の国森づくり基金」を利用し、紀の川市と中
尾地区の住民、那賀広域森林組合が行った事業。森林の中に遊歩道を作ったり、紅葉
などを植えたりして、山の景観を整備し、地元の人や市民のみなさんが森林浴をしたり、
散策したりできる場所を目指しています。
　今回は、子どもたちに地域への関心を持ってもらうため、地元の小学校の生徒が参
加しました。参加した生徒たちは、那賀広域森林組合の職員から、木の植え方の説明
を受けた後、３人ずつに分かれ、紅葉の苗木を植える作業を行いました。一定間隔で掘っ
た穴に、苗木を入れた後、土や落ち葉を被せました。そして最後に、すくすくと育ち
ますようにと願いながら、「トントン」と土や落ち葉を手で軽く叩きました。
　参加した５年生の三嶋友樹くんと佐藤右規くんは、「初めて植樹をしたけど、上手に
植えることができました。この小さい紅葉の木が大きくなって、葉が赤くなるのが楽
しみです。また見に来たいです」と話してくれました。

■「こうのとりコンサート」　3/12

　ホール田園で、母子保健推進委員主催の「こうの
とりコンサート」が行われました。ピアニスト中川
知保さんの講演と演奏「お腹の中から子育て・０才
からのクラッシック」にたくさんの人が聞き入りま
した。同時に実施した、食事バランスのコーナーに
参加した永長瑠美子さん（写真上）は、「家の献立
の栄養とカロリーのバランスが良いと、星を４つも
らえました。これからも家族のためにがんばって食
事を作りたいです」と話してくれました。

■打田駅に南口改札が完成

　打田駅に南口改札が新設され、３月 18 日から利
用できるようになりました。陸橋を利用しなくても、
ホームから直接駅の南側へ降りることができ、公立
那賀病院などへのアクセスが便利になりました。
　「打田駅の南側に住んでいるので、和歌山線に乗
る時、便利になりそうです。近所の人も、便利になっ
たと喜んでいます」と打田地区の山田洋子さんは話
してくれました。南口には、駐輪場も新設しました。
ぜひ利用してください。

■元気に「さよなら」学習発表  2/24

　３月末で休校する田中小学校高野分校で、地域の
人を招き、休校前の最後の学習発表会が行われまし
た。この日のために練習に励んだ在校生３人が、分
校の思い出を紹介したり、合唱や楽器演奏をしたり
して、日頃の学習の成果を元気いっぱい披露しまし
た。新４年生の西本奈央ちゃんは「本校（田中小学校）
で、たくさんの友達と遊んだり、勉強したりしたい」
と期待に胸を膨らました様子で話してくれました。
４月から３人は、本校の田中小学校に通学します。

一瞬を逃さまいとカメラを
構えるカメラマンたち。

笑顔で参加しました。

○お願い○
打田駅南口改札付近およ
び進入道路は、道幅が非
常に狭いため、送迎など
車で南口改札付近まで来
る場合は、安全運転で十
分注意してください。
また南口改札の東側は、
車の転回スペースのため、
駐車しないでください。
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�1 情報�1
　

と
し
ょ
か
ん
情
報

わ
た
し
の
ま
ち
の
文
化
財

＝開館　 ＝休館

開館
状況

打
田

図
書

館
（

℡
78・

2010）

粉
河

図
書

館
（

℡
73・

3312）

那
賀

図
書

館
（

℡
75・

3111）

桃
山

図
書

館
（

℡
66・

9678）

貴志川図書館（℡
64

・46
14

）

■新しく入った本　図書名／著者名／出版社名／所蔵図書館名
□ゆたかな人生が始まるシンプルリスト／ドミニック・ローホー／講談社／那賀
□夢で逢いましょう／藤田宜永／小学館／貴志川
□ラストラン／角野栄子／角川書店／桃山
□むかしばなしめいろ／せべまさゆき／ほるぷ出版／貴志川
□ラブ魔女ララとおかしの国のプリンセス／藤真知子／ PHP 研究所／粉河

ピンク色、黄色やラベンダー色などのカラフルな花がまちにあふれ

る季節になりました。今月は、花の名前や育て方などを紹介します。

著者名／出版社名／所蔵図書館名

開館時間�打田・桃山図書館は午前９時30分～午後６時まで
粉河・那賀・貴志川図書館は午前９時30分～午後５時30分まで

■読み聞かせの予定
打田図書館 4 月 10 日（日） AM 10：30 ～ おはなしのくに（こども向け）

4 月 15 日（金） AM 9 ：45 ～ おはなしのくに（赤ちゃん向け）
4 月 24 日（日） PM 2 ：00 ～ おはなしはらっぱ

粉河図書館 4 月 16 日（土） PM 1 ：30 ～ よみきかせのかい
那賀図書館 4 月 23 日（土） AM 10：00 ～ おはなしれっしゃ
桃山図書館 4 月 15 日（金） PM 3 ：00 ～ こどもみらい号

4 月 20 日（水） PM 2 ：00 ～ 赤ちゃんみらい号
貴志川図書館 5 月 1 日（日） AM 10：00 ～ おはなしのへや

４月
 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

  5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 1
 2
 3
 4 

５月

■『花を咲かせよう』
金田初代監修・主婦の友社編／主婦の友社／打田図書館
ヒマワリ、アサガオ、チューリップなどの身近な花を咲
かせてみよう。親子で草花を育てて咲かせる手引書。

■『花屋さんの「花」図鑑』
エンターブレイン（旧角川マガジンズ）／打田図書館
切り花や切り葉として、花屋に出回る花材を紹介した
カラー図鑑。

■『小さなビオトープを楽しむ本』
平野威／枻出版社／打田図書館　
自宅のベランダでも、水辺の植物を取り入れることで

「ビオトープ」が作れる。

　

春
た
け
な
わ
の
４
月
中
旬
、

日
頃
は
静
か
な
中
津
川
地
区
の

山
里
で
、
山
伏
た
ち
の
読
経
の

声
と
ホ
ラ
貝
の
音
が
山
々
に
こ

だ
ま
し
、
採さ

い
と
う灯

護
摩
供
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
護
摩
供
に
は
、
修
験
宗

本
山
派
の
京
都
聖
護
院
か
ら
、

毎
年
１
０
０
人
近
く
の
山
伏
が

参
加
し
ま
す
。

　

山
伏
た
ち
は
、
葛
城
修
験
道

の
第
七
経
塚
（
ア
ラ
レ
の
宿
）

や
熊
野
神
社
で
読
経
を
し
た

後
、
行
者
堂
を
目
指
し
ま
す
。

　

行
者
堂
前
の
広
場
で
は
、
四

本
柱
で
結
界
を
作
り
、
護
摩
壇

の
周
り
を
丸
太
で
井
げ
た
に
組

み
、
ヒ
バ
（
ヒ
ノ
キ
科
の
針
葉

樹
）
で
覆
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
護
摩
壇
の
前
で
読

経
、
古
式
通
り
の
山
伏
問
答
、

法
弓
、法
剣
の
儀
、願
文
を
行
っ

た
後
、
い
よ
い
よ
点
火
。

　
「
天
下
泰
平
・
五
穀
成
就
・
家

内
安
全
」な
ど
の
願
い
を
書
い

た
護
摩
札
の
束
を
炎
の
中
へ
投

入
し
祈
祷
し
ま
す
。
読
経
が
響

く
中
で
、
炎
と
煙
は
高
々
と

天
を
焦
が
し
ま
す
。
儀
式
が
終

わ
っ
た
後
は
、
餅
投
げ
が
あ

り
、
大
勢
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

　

葛
城
の
修
験
道
に
は
、
加
太

友
ケ
島
か
ら
大
和
川
上
流
の
亀

の
瀬
ま
で
の
峰
々
に
、
二
十
八

宿
と
い
わ
れ
る
行
場
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
こ
こ
中
津

川
の
行
者
堂
は
昔
か
ら
中
台
と

呼
ば
れ
、
重
要
な
儀
式
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

幕
末
期
、
ペ
リ
ー
の
黒
船
来

航
の
翌
年
、嘉
永
７
年（
１
８
５

４
年
）に
は
、
異
国
船
退
散
の

た
め
、
聖
護
院
宮
雄
仁
親
王
を

は
じ
め
、
６
０
０
人
が
中
津
川

へ
入
峰
し
、
祈
祷
し
ま
し
た
。

　

そ
の
５
年
前
に
も
、
役え

ん
の
お
づ
の

小
角

千
五
百
年
忌
行
事
と
し
て
、
雄

仁
親
王
が
中
津
川
へ
入
峰
し
ま

し
た
。
そ
し
て
親
王
は
十
禅
律

院
へ
、
そ
の
他
の
人
々
は
粉
河

の
町
家
へ
宿
泊
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

修
験
道
の
開
祖
で
あ
る
役
小

角
が
山
々
を
切
り
開
い
た
と

き
、
前
鬼
と
後
鬼
が
従
者
と

し
て
仕
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
こ
中
津
川
は
、

中
世
よ
り
、
前
鬼
の
子
孫
が
住

む
村
で
し
た
。
５
つ
の
家
が
五

鬼
家
と
称
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
の
代
表
１
人
の
計
５
人
が
、

当
時
の
天
皇
聖
護
院
宮
か
ら
老

分
と
し
て
官
名
を
賜
り
、
特
別

な
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
現
在
も
、
そ
の

子
孫
た
ち
が
護
摩
供
の
準
備
や

道
掃
除
、
餅
な
げ
の
用
意
な
ど

を
行
い
、
山
伏
た
ち
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
文

化
財
保
護
委
員
会
（
℡
64
・
２

５
２
５　

生
涯
学
習
課
内
）

わたしのまちの文化財その　　中津川行者堂の採灯護摩供

山里にひびくホラ貝と祈りの炎

粉河分庁舎

粉河寺

★

N

広域農道橋本岩出線

２４

７

狭
路

43○  

行者堂
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龍
門
山

縁
起
絵
巻

広報紀の川第 66 号　平成 23 年４月１日発行
人の動き（23 年２月末現在）
人口　68,031 ／世帯　25,634
　男　32,397 ／　女　35,634

龍
門
山
縁
起
絵
巻
そ
の
⑫

　

神
社
の
前
の
渕
へ

　

疲
れ
た
龍
は
、
静
か
に
山
か
ら
下
り
て
神
社

の
前
の
渕
へ
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。

「
粉
河
町
の
な
り
た
ち
」
か
ら

　

大
蜘ぐ

も蛛
を
退
治
し
た
龍
王
が
、
紀
の
川
の
淵ふ
ち

に
入
っ
て
い
く
シ
ー
ン
で
す
。

　

蜘
蛛
を
倒
し
、
意
気
揚よ
う
よ
う々

と
し
た
金
色
の
龍

が
、守
護
神
に
な
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

鳥
居
は
神
社
を
、
川
の
波は
も
ん紋
は
風
や
風
の
強
さ

を
、
そ
し
て
龍
の
下
に
あ
る
雲（
瑞ず
い
う
ん雲

）は
、
め

で
た
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
、
日
本
画
の
材
料
や
技
法
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
、
そ
の
前
に
、
み
な
さ
ん
は
「
絵え
の
ぐ具

」
と

い
う
と
、
ど
の
よ
う
な
物
を
想
像
し
ま
す
か
？

お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
均
等
に
調
合
さ

れ
、
チ
ュ
ー
ブ
に
入
っ
た
一
般
的
な
絵
具
を
思

い
浮
か
べ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

満み
つ
だ田
彗せ
い
お
う峰
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
絵え
の
ぐ具
の
多

く
は
、
鉱
物
な
ど
を
砕く
だ

い
て
粉
状
に
し
た
天
然

岩い
わ

絵え
の
ぐ具

で
す
。
例
え
ば
、
今
月
号
で
川
を
表
現

す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
る
白び
ゃ
く
ろ
く緑は
、
銅
の
化
合

物
の
孔く
じ
ゃ
く
せ
き

雀
石（
マ
ラ
カ
イ
ト
）を
砕
い
た
も
の
が

原
料
で
す
。
原
料
そ
の
ま
ま
の
状
態
な
の
で
、

水
に
は
溶
け
ず
、
使
用
す
る
前
に
は
接
着
材
と

な
る
膠に
か
わ（

※
）と
水
で
練ね

り
合
わ
せ
な
い
と
画
面
に

定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

美
し
く
発
色
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
絵
具

に
合
っ
た
混
合
比
や
技
法
で
、
毎
回
、
膠
と

練
り
合
わ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
混
合
比

は
そ
の
日
の
気
温
や
湿
度
に
も
左
右
さ
れ
、
失

敗
す
れ
ば
、
発
色
し
な
か
っ
た
り
剥は
く
ら
く落
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
下
塗
り
な
ど
に
用
い
る
胡ご
ふ
ん粉
系
水す
い
ひ干

絵
具（
※
）は
、
乾
い
た
状
態
、
膠
で
溶
い
た
状
態
、

そ
れ
が
乾
い
た
状
態
で
、
す
べ
て
発
色
や
明
る

さ
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
混
色
す
る
と
、
さ

ら
に
色
や
明
る
さ
は
複
雑
に
変
化
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
本

画
の
伝
統
を
守
る
画

家
た
ち
は
、
絵
具
を

溶
く
技
術
は
も
ち
ろ

ん
、
材
料
の
知
識
や

技
法
の
習
得
に
長
い

年
月
と
努
力
を
費
や

し
て
い
る
の
で
す
。

※膠（にかわ）…タンパク質の一種、コラーゲンに熱を加えて抽出したも
ので、日本画で使うものは、牛や鹿や兎などの皮から作られます。油絵に
対し、日本画は膠絵と言ってもよいくらい大きな役割をもっています。

上の絵の一部分を拡大しました。金泥雲母（き
んでいうんも）で描かれた龍の鱗（うろこ）な
ど、岩絵具の存在感が伝わるでしょうか。

※水干（すいひ）絵具…天然の土、または胡粉（ごふん）や白土に染料を染
め付けた微粒子の絵具。泥絵具（どろえのぐ）ともいいます。


